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基礎看護学教育研究分野
〔原著〕
◎和文
１．斉藤しのぶ，椿祥子，和住淑子：３年次編入学生の学士課程入学時における看護学修得上の特徴を踏
まえた教育内容の検討，千葉看会誌，17（2），39－45，2011．
〔学会発表抄録〕
◎和文
２．斉藤しのぶ，和住淑子，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「クリミア戦争」
におけるF. Nightingaleの業績の今日的意義に関する研究－陸軍病院における看護の実現に向けた活
動の特徴－．日本看護歴史学会第２５回学術集会講演集，１１６－１１７，２０１１．
３．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「看護婦登録制度
論争」におけるF. Nightingaleの業績の今日的意義に関する研究－看護職の集団としての質的水準の担
保政策に焦点をあてて－．日本看護歴史学会第２５回学術集会講演集，１１8－１１９，２０１１．
４．河部房子，和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子：「助産婦訓練学校
閉鎖」におけるF. Nightingaleの業績の今日的意義に関する研究－医療現場における危機管理という観
点から－．日本看護歴史学会第２５回学術集会講演集，１２０－１２１，２０１１．
５．丸茂美智子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「助産婦訓練学校
開校」におけるF. Nightingaleの業績の今日的意義に関する研究－ F. Nightingaleの考える助産のあり
方に焦点をあてて－．日本看護歴史学会第２５回学術集会講演集，１２２－１２３，２０１１．
６．永田亜希子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，水口陽子，河部房子：保健衛生改革に
統計的手法を活用したF. Nightingaleの業績の今日的意義に関する研究－英国陸軍病院衛生改革に焦
点をあてて－．日本看護歴史学会第２５回学術集会講演集，１２４－１２５，２０１１．
７．水口陽子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，河部房子：「看護婦訓練学校
再建」におけるF. Nightingaleの業績の今日的意義に関する研究－今日の看護教育における意義の検討
－．日本看護歴史学会第２５回学術集会講演集，１２６－１２７，２０１１．
8．山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：F．ナイチンゲー
ルにみる調査研究の手法－インドの衛生改革を例として－．ナイチンゲール研究学会第３２回研究懇談
会，２０１１．
９．和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：F．ナイチンゲー
ルの業績から今日的意義を導き出すための研究方法について－「看護婦登録制度論争」を例として－．
ナイチンゲール研究学会第３２回研究懇談会，２０１１．
１０．河部房子，和住淑子，黒田久美子，斉藤しのぶ，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する中堅看護職者のリフレクション・フレームワーク要素に関する
研究．第３１回日看科会学術集会講演集，３５３，２０１１．
１１．黒田久美子，和住淑子，河部房子，斉藤しのぶ，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する病棟看護管理者のリフレクション・フレームワーク要素に関す
る研究．第３１回日看科会学術集会講演集，３５４，２０１１．
１２．和住淑子，斉藤しのぶ，黒田久美子，河部房子，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する上級看護管理者のリフレクション・フレームワーク要素に関す
る研究．第３１回日看科会学術集会講演集，３５４，２０１１．
１３．川上裕子：戦中期における農村保健活動－島根県松江社会保健婦養成所一期生の活動を中心として－．
福祉社会学会第９回大会報告予稿集，５０－５１，２０１１． 
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◎英文
１４．Shinobu S., Yoshiko W., Fusako K., Toshie Y. : The development of a framework to determine 
the efectiveness of utilising simulated patients when teaching fundamental nursing skils, １４th 
east asian forum of nursing scholars forum proceedings, ２６３－２６４, ２０１１.
１５．Yoshiko W., Shinobu S., Toshie Y., Michiko M., Akiko N., Yoko M., Fusako K. : Chalenge to 
exact the positive findings for nurses in modern day from F. Nightingale’s work about social 
reform, ２nd STTI congress & WANS conference, ２０１１.
１６．Shu Chun Chien, Toshie Y., Yoshiko W., Shinobu S., Natsuko N., Hitomi Y., Akiko N., Sachiko 
T. : Assessment of Educational Efectiveness of Applying Nightingale's Concept of "Disease" to 
Promote the Reflection of Life Style of Nursing Students, STTI ４１st Biennial Convention, １１０, 
２０１１.
◎その他
１７．Toshie Y. : The concept of holistic nursing education, International Conference on Human 
Centered Nursing Education Practice in Buddhist Tzu Chi General Hospital, ３９-５０, ２０１１.
１8．山本利江：科学的看護論の看護学教育における適用と教育評価．「南丁格爾護理理論之現代観」国際学
術研究会，４０，２０１１．
〔単行書〕
◎分担執筆
19．斉藤しのぶ：タンパク尿のある患者の看護．井上智子、佐藤千史（編），緊急度・重症度からみた症状
別看護過程＋病態関連図，医学書院，９３７－９４４，２０１１．
〔研究状況〕
　本教育研究分野では、理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し、その継承・発展
を目指して教育・研究活動を行っている。
　F. Nightingaleは生涯にわたって様々な制度改革に携わっていた。その業績については平成２１年度から
継続的な研究を行っており、今年度はさらに６つの注目すべき制度改革に関連する業績を取り上げ、一次
文献にあたり、当時の英国における業績の意義を明らかにした。その結果、様々な制度の変革期にある現
代のわが国において、看護が本来の役割を果たすための取り組みへの示唆を得て、国内外での発表を行っ
た。（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（15）
　山本は、理論看護学に基づく対象理解と看護実践の評価を学習内容とする看護学原論Ⅲの教育効果の検
証と編入学生教育プログラムの開発をめざして、科学的看護論を適用した看護学教育に関する研究に取り
組み、国際学会での発表と台湾で講演を行った。（16）（17）（18）
　斉藤は、平成２１－２３年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）「看護系大学３年次編入生における
教育プログラムの開発」（研究代表者：斉藤しのぶ）を獲得し、その最終年度にあたり、看護学修得上の特
徴を踏まえた教育内容の検討に取り組んでいる。（1）
　椿は、障害児が社会的自立に向かうための看護を研究するとともに、前述の斉藤の研究の一部である看
護系大学３年次編入学制度における教育の取り組みを明らかにするための実態調査として、郵送でのアン
ケート調査を分担し、実施と分析に取り組んでいる。
　斉藤と椿は、看護実践研究指導センターの「教育－研究－実践をつなぐ組織変革型看護教育育成支援プ
ログラムの開発」研究のメンバーとして、看護の独自性・専門性を可視化するリフレクション・フレーム
ワークの開発に向けた基礎的研究を実施している。（10）（11）（12）（14）
　川上は、島根県の一保健師養成所の初期卒業生の語りから、戦中期の農村の保健衛生事情と保健師活動
の多様性を整理し、発表した。（13） 
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看護教育学
〔原著〕
１．中山登志子，舟島なをみ：教育ニードアセスメントツール－助産師用－の開発．看護教育学研究，20
（1），8-18，2011.
２．中山登志子，舟島なをみ：『学習ニードアセスメントツール－助産師用－』の開発－助産師のキャリア
発達に向けた看護継続教育の提供－．日看研誌，34（5），1-10，2011．
３．宮芝智子，舟島なをみ：看護学生のための学習活動自己評価尺度－看護技術演習用－の開発．千葉看
会誌，17（2），31-38，2011．
４．山品晴美，舟島なをみ，三浦弘恵，亀岡智美：勤務帯リーダー役割自己評価尺度の開発．看護教育学
研究，20（1），19-29，2011．
５．吉富美佐江，舟島なをみ：新人看護師を指導するプリセプターのロールモデル行動の解明．千葉看会
誌，17（2），11-20，2011．
６． 秋利，仰曙芬，舟島なをみ，亀岡智美， 大明，黄菲菲，野本百合子，中山登志子： 理教 角色
榜 行 自我 价量表的本土化修 及 价．解放  志，28（5A），1-4，2011．
７．Klunklin,A., Funashima,N., Kameoka,T., Nomoto,Y., Nakayama,T.: Role Model Behaviors of 
Nursing Faculty Members in Thailand. Nursing and Health Sciences，13，84-87，2011．
〔学会発表抄録〕
8．中山登志子，舟島なをみ：実習指導者の学習ニードに関する研究．日看研誌，34（3），253，2011．
９．三浦弘恵，舟島なをみ：中途採用看護師の学習ニードの解明．日本看護学教育学会第21回学術集会講
演集，128，2011．
10．大井千鶴，舟島なをみ：看護基礎教育課程における就職に関するガイダンスの内容．日本看護学教育
学会第21回学術集会講演集，129，2011．
11．服部美香，舟島なをみ：問題解決場面における看護師-クライエント間相互行為パターンの解明．看護
教育学研究，20（2），8-9，2011．
12．亀岡智美，舟島なをみ，野本百合子，中山登志子，鈴木美和：病院に就業する看護師の研究成果活用
力に関係する特性．看護教育学研究，20（2），10-11，2011．
13．相楽有美，舟島なをみ，中山登志子：診療の補助と称される看護実践の解明－身体侵襲を伴う診療場
面に焦点をあてて－．看護教育学研究，20（2），16-17，2011．
14．鈴木美和，三浦弘恵，舟島なをみ：教育ニードアセスメントツール（訪問看護師用）の開発－信頼性・
妥当性の検証－．第42回日看会抄録（地域看護），96，2011．
15．野本百合子，舟島なをみ：現職養護教諭の特性による学習ニードの特徴の解明．日本養護教諭教育学
会第19回学術集会抄録，136-137，2011．
16．Nakayama T., Funashima N.: Learning Needs of Midwives in Japan－Promoting Evidence-
Based Professional Development－．Pacific Institute of Nursing 2011 Conference，2011.
17．Nakayama, T.,Funashima, N.: Learning Needs of Midwives in Japan from the Viewpoint of 
Work Position Toward Developing Continuing Professional Education Programs．41th Biennial 
Convention，Sigma Theta Tau International，2011．
18．Miyashiba, T., Funashima N., Moriyama M.: The Relationships Between Personal Attributes 
and the Quality of Learning Behaviors of Nursing Students in Nursing Skils Laboratories on 
Campus in Japan．41th Biennial Convention，Sigma Theta Tau International，2011．
19．Miura H., Funashima N., : Quality of Patient Safety Practices of Hospital Nurses in Japan. The 
2011 Pacific Institute for Nursing Conference，2011.
20．Miura H., Funashima N.: Comparison of the Quality of Patient Safety According to the Clinical 
Experience of Hospital Nurse in Japan．22nd International Nursing Research Congress, Sigma 
Theta Tau International，2011．
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21．Miura, H., Funashima, N.: Relationship Between Quality of Patient Safety Practices and 
Attributes of Japanese Nurses．41th Biennial Convention，Sigma Theta Tau International，2011．
22．Sadahiro, W., Funashima N. : Safty Management Behaviors of Nurses in Japan : Focusing on 
Novice to Proficient Level．41th Biennial Convention，Sigma Theta Tau International，2011．
〔報告書〕
23．千葉大学大学院看護学研究科看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－
その活動の軌跡－．第３号，2011．
24．舟島なをみ：教育ニード・学習ニードの診断結果に基づく看護継続教育の拡大と洗練．平成19年度～
平成22年度科学研究費補助金（基盤研究（B））研究成果報告書，2011．
〔単行書〕
25．舟島なをみ：看護のための人間発達学．第４版，医学書院，2011．
〔総説・その他〕
26．舟島なをみ：看護学研究発展の軌跡－研究方法論に着眼して－．看護研究，44（5），472-473，2011．
27．舟島なをみ：看護における測定用具開発のプロセス．日看研誌，34（3），155-156，2011．
28．亀岡智美，舟島なをみ，趙秋利，仰曙芬，野本百合子，中山登志子，服部美香：授業過程の質の日本・
中国間比較－看護基礎教育課程の講義に焦点を当てて－．国立看護大学校研究紀要，10（1），39-43，
2011．
29．田中裕二，野本百合子，舟島なをみ：看護学教育研究の動向－解剖生理学教育に関する研究に焦点を
当てて－．千葉大学大学院看護学研究科紀要，33，17-23，2011．
30．野本百合子，舟島なをみ，中谷啓子：学習ニードアセスメントツール－養護教諭用－の開発．日本養
護教諭教育学会誌，14（1），45-53，2011．
31．舟島なをみ： 理 研究及其研究成果的 用．哈医大 念“5.12”国  士 百年  理学院建院十
周年学  座，7-11，2011．
〔研究状況〕
　看護教育学教育研究分野は，看護基礎教育，看護卒後教育，看護継続教育の３領域にわたり研究活動を
展開し，その成果を公表した。
【看護基礎教育】
　看護学を学ぶ学生の学習活動の質向上に向けて，看護技術演習に取り組む学生が自己の学習活動を評価
する際に活用可能な尺度を開発する（3）とともに，学習活動の質と特性の関係を解明した（18）。また，
学生の就職支援に向けて，就職に関するガイダンスの現状を明らかにした（10）。さらに，専門基礎科目に
位置づく解剖生理学（形態機能学）の教育内容に焦点を当て，看護学教育研究の動向を明らかにした（29）。
　本教育研究分野は，看護基礎教育の質向上に向け，2003年より日本・米国・中国・タイにおける異文化
間比較研究を行っている。講義に焦点を当てて，日本と中国の看護学教員が展開する授業過程の質の共通
性と相違性を明らかにした（28）。また，看護学教員のロールモデル行動に関する日本・中国・タイ間の比
較に向けて，中国の看護学教員が知覚するロールモデル行動自己評価尺度を開発する（6）とともに，既に
開発したタイ国で活用可能な自己評価尺度を用いて，タイの看護学教員のロールモデル行動の質を明らか
にした（7）。
　舟島は，看護基礎教育課程の多くが教科書として活用している著書「人間発達学 第４版」を執筆した
（25）。
【看護卒後教育】
　今年度，文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「授業過程評価スケール（修士課程用）の開発
―教育評価システムの構築を目指して―」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子他）が採択
され，2007年よりデータ収集を開始していた研究に本格的に着手した。また，舟島は，千葉大学大学院看
護学研究科における看護学研究発展の歴史を概観しつつ，看護学独自の視点を反映した研究方法論の確立
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について論じた（26）。
【看護継続教育】
　舟島は，平成19年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B））「教育ニード・
学習ニードの診断結果に基づく看護継続教育の拡大と洗練」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山
登志子他）の成果を報告書としてまとめた（24）。中山は，研究分担者として活動し，助産師の教育ニード
アセスメントツール（1）および学習ニードアセスメントツール（2）を開発し，これを用いて助産師の学
習ニードの現状（16）とともに，学習ニードと職位の関係を示した（17）。また，訪問看護師の教育ニード
アセスメントツールを開発した（14）。さらに，養護教諭の学習ニードアセスメントツールを開発する（30）
とともに，これを用いて学習ニードと特性の関係を解明した（15）。
　また，今年度，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B））「看護継続教育システムの拡充と普及―
看護管理者のキャリア発達支援に着眼して―」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子他）が
採択され，看護部長，看護師長，院内教育担当者を対象とした教育プログラム立案モデルの開発に向け研
究に着手している。
　さらに，舟島は，平成20年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「病
院に就業する中途採用看護師を対象とした院内教育プログラムモデルの開発」（研究代表者：三浦弘恵，研
究分担者：舟島なをみ他）に研究分担者として活動し，中途採用看護師の学習ニードを解明した（9）。同
様に，平成20年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「新人看護師の指
導を担当するプリセプター養成を目的とした教育プログラムの開発」（研究代表者：吉富美佐江，研究分担
者：舟島なをみ他）に研究分担者として活動し，プリセプターのロールモデル行動を解明した（5）。
　中山は，平成22年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「臨地実習指
導者のキャリアアップに向けた看護継続教育支援システムの開発」（研究代表者：中山登志子，研究分担
者：舟島なをみ他）の成果として，実習指導者の学習ニードを解明した（8）。
　舟島，中山は，平成20年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「臨床
看護師による実践への研究成果活用支援システムの開発―EBN推進に向けて―」（研究代表者：亀岡智美，
研究分担者：舟島なをみ，中山登志子他）に研究分担者として活動し，開発した尺度を用いて看護師の研
究成果活用力に関係する特性を解明した（12）。
　また，看護実践の質向上に向けて，問題解決場面における看護師・クライエント間の相互行為パターン
を解明する（11）とともに，勤務帯リーダーがその役割遂行状況を評価するために活用可能な測定用具を
開発した（4）。また，診療の補助と称される看護実践を解明し（13），診療補助場面における看護師の安全
管理行動と臨床経験年数の関係を明らかにした（22）。さらに，患者安全のための看護実践の質を明らかに
する（19）とともに，看護師の特性との関係を解明した（20，21）。　
【その他】
　看護教育学教育研究分野は，2008年４月より，看護教育学を専攻した博士後期課程修了生を対象に「研
究推進コース」を開講し，活動を継続している。これは，将来ポスト・ドクトラル・コース開設を視野に
入れた活動であり，2010年の活動の成果を報告書としてまとめた（23）。
　舟島は，客員教授である哈爾浜医科大学看護学院より建学10周年記念式典への招聘を受け，「看護学にお
ける質的研究とその研究成果の活用」と題した講演を行った（31）。また，第37回日本看護研究学会学術集
会のランチョンセミナーにおいて，看護職者が自律して職業活動を展開するために活用可能な自己評価尺
度の開発プロセスを紹介した（27）。 
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機能・代謝学教育研究分野
【原著】
１．Naoki Yoshinaga, Mizuho Fujita, Yuji L. Tanaka and Seiji Nemoto：Efects of changing 
iluminance on the somatosensory function. Journal of Physiological Anthropology，30（4），141-
146, 2011.
２．Ono M, Fujita M, and Yamada S：Physiological and psychological responses induced by 
expressing empathy with others．Japan Journal of Nursing Science，8（1），108－118，2011．
【研究報告】
３．吉永尚紀，藤田水穂，田中裕二：入眠時照度に対する嗜好の個人差と生体反応に関する基礎研究：生
理機能と主観的評価に与える影響．日本看護技術学会誌，10（2），23-29, 2011.
【学会発表抄録】
４．末松愛弓，田中裕二：ハンドマッサージによるリラクセーション効果の検討．日本看護技術学会第10
回学術集会講演抄録集，155，2011．
５．Ono M，Okada S，Fujita M，Nishio J：Efect of stimulation of parasympathetic nerves by 
relaxation on caregivers’ lymphocyte function，14th East Asian Forum of Nursing Scholars，
2011．
【総説・短報・実践報告・資料・その他】
【資料】
６．田中裕二，野本百合子，舟島なをみ：看護学教育研究の動向－解剖生理学教育に関する研究に焦点を
当てて－．千大看紀要，33，17-23, 2011.
７．田中裕二，石井トク，江守陽子，尾岸恵三子，中野正孝，松田たみ子，三木明子：日本看護研究学会
雑誌掲載論文の分析．日看研誌，34（2）: 171-175, 2011.
【その他】
8．田中裕二：皮膚と膜．解剖生理学DS タッチでひろがる！ 人体の構造と機能，林正健二（監修・著
者），第１版，メディカ出版（大阪），2011年．
９．田中裕二：発熱・低体温．病態生理DS イメージできる！ 疾病，症状とケア，山内豊明，大西弘高，
林正健二，森山信男，御供泰治（監修・編著），第１版，メディカ出版（大阪），2011年．
〈研究状況〉
　山田（教授）は，昨年度に引き続き科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）を受け，「脳-腸相関を利用し
たストレスの軽減・耐性強化に資する簡易健康法の開発」に従事した．また新たに「あくびの生理的意義
に関する看護的実験研究」を立ち上げ，一定の成果を得た．成果は順次公表の予定となっている．
　教育面では，生理解剖学，生化学，分子生物学，脳神経科学，薬理学，病因病態学など幾多の学問を相
互に関係づけて統合し、人体と健康原理の理解のための「統合人体学」としてまとめた．それを1000ペー
ジ余の電子テキストとして学生に提供した．
　田中（准教授）は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度は照度が生体に及ぼ
す影響について研究をまとめた（1, 3）．また，ハンドマッサージによるリラクセーション効果についての
研究成果を学術集会で発表した（4）．看護学教育の動向や看護系学会誌掲載論文の分析について報告した
（6，7）．看護学テキストのメディア教材開発に関わった（8，9）．昨年度から引き続いて文部科学省科学研
究費補助金（挑戦的萌芽研究）による「高次脳機能障害患者に対する援助技術の基礎的研究」を継続して
いる． 
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病態学教育研究分野
〔原著〕
１．Nakamura Y, Watanabe M, Kubo E, Suzuki A, Igari H, Kitada, M and Sato T：Efects of water 
flow volume on the isolation of bacteria from motion sensor faucets．Health, 3（3）, 146-150, 2011．
〔学会発表抄録〕
２．岡田忍，小川俊子，印田宏子：小中学校保護者における新型インフルエンザの情報伝達と感染予防・
医療行動．第26回日本環境感染学会総会プログラム・抄録集，284，2011．
３．熊谷民，西尾淳子，岡田忍：在宅におけるCICカテーテルの使用・保存状態と細菌汚染について．第
26回日本環境感染学会総会プログラム・抄録集，324，2011．
４．松林美子，岡田忍，田中彩子：重症心身障害者施設における集団感染したヒトパルボウイルスB19感
染症発症事例の検討．第26回日本環境感染学会総会プログラム・抄録集，341，2011．
５．Ono M，Okada S, Fujita M and Nishio J: Efect of stimulation of parasympathetic nerves by 
relaxation on caregivers’lymphocyte function．14th East Asian Forum of Nursing Scholars  
Forum Proceedings, 340-341,　2011.
６．Suzuki A: Health and hygiene behavior and perioperative infection prevention measures in 
health care practice in France. The 2nd ASIORNA CONFERENCE, 4th Perioperative Nursing 
Leadership Forum & 2011 KAORN Annual Conference, 88-89, 2011.
７．鈴木明子：フランスにおける手術室の入室状況．日本手術医学会誌，32 Supplement 82, 2011
8．鈴木明子：フランスの手術室における感染対策．日本手術看護学会誌，7（2）, 174, 2011．
９．印田宏子，岡田忍：病院感染サーベイランスシステムを構築・継続するための外部支援の課題－サー
ベイランス担当看護師に対する半構造化面接からの考察－．千葉看護学会第17回学術集会集録，36，
2011．
〔単行書〕
10．岡田忍：第3章　基本的な病変（2）感染症と生体防御．松尾ミヨ子，大和谷厚（編集）　疾病の成り立
ちと回復の促進．放送大学教育振興会，37‐66，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
11．鈴木明子：フランスの血液内科病棟における無菌管理．医療関連感染，4（1），30-33，2011．
12．鈴木明子：ジュネーブのOMSとHUG．感染と消毒，18（2），57-60，2011．
13．岡田忍：実習でよく出合う症状のなぜ？どうして？．クリニカルスタディ，32（4）－（14），62－67，
2011．
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点からの感染防止を軸に、対象を病院内
から在宅へと拡大して研究を行っている．今年度，鈴木は医学部付属病院感染対策チームの実施したセン
サーつき水道の蛇口からの細菌の分離に及ぼす流水量の影響についての研究に関わった（1）．岡田，西尾
は卒業研究生や大学院生とともに新型インフルエンザインフルエンザの情報伝達（2），在宅における自己
導尿カテーテルの管理と細菌汚染（3），重症心身障害者施設におけるヒトパルボウイルスの集団感染（4）、
病院感染サーベイランスシステム構築における外部支援の課題（9）について学会発表を行なった．西尾と
岡田は大学院生の小川とともにゴマ油のCandida albicans菌糸形に対する増殖抑制効果についての検討を
継続し，国際学会での発表と論文作成を予定している．今年度は動物モデルにおける実験と高齢者を対象
とした介入研究に着手する予定である．宿主へのアプローチによる感染防止の視点からは，副交感神経刺
激がリンパ球の機能を亢進させることに注目し，大学院生の小野がセルフケアとして副交感神経刺激を行
なった介護者の介入前後のIL-2の変化について国際学会で発表した（5）．
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　鈴木は「組織的な若手研究者等海外派遣プログラム」によりフランス国立科学研究センターに派遣され、
フランスの手術室における入室状況，感染対策、血液内科病棟における無菌管理について、国内外での学
会発表（6，7，8）と雑誌報告を行なった（11，12）．
　岡田は放送大学の疾病の成り立ちと回復の促進の印刷教材の分担執筆（10）と、看護学生を対象とした
雑誌に臨床で出会うことの多い症状についての解説を連載した（13）．
母性看護学教育研究分野
〔原著〕
１．森恵美，坂上明子，前原邦江，小澤治美，森田亜希子，前川智子：高度生殖医療後の妊婦の母親役割
獲得過程を促す看護介入プログラムの開発．日本母性看護学会誌，11（1），19－26，2011．
２．柏原英子，森恵美：初めて母乳哺育を行う母親が困難感を抱く新生児の哺乳行動．母性衛生，52（2），
270－277，2011．
３．柏原英子，森恵美：母親が困難と感じた哺乳行動と観察された哺乳行動との関係－初めて哺乳をする
母親を対象として－．母性衛生，52（2），278－285，2011．
４．Iwata,H., Mori, E., Maekawa, T., Maehara, K., Sakajo, A., Ozawa, H., & Morita, A.: Developing 
the Maternity Portfolio to promote maternal role attainment in women who have undergone 
artificial reproductive treatment. Japan Journal of Nursing Science, 2011, doi:10.1111/j.1742－
7924.2011.00192.x（オンライン）
５．Tsuchiya M., Horn S. & Ingham R.: Information provision and problem-solving processes in 
Japanese breast cancer survivors with lymphoedema symptoms. Scandinavian Journal of 
Caring Sciences（DOI: 10.111/j. 1471－6712.2011.00903. x）（オンライン）
〔学会発表抄録〕
６．森恵美：ワークショップ　高齢初産の子育て支援ニーズを探る．第52回日本母性衛生学会総会学術集
会抄録集，81，2011．
７．森恵美：最先端・次世代研究開発支援プログラム　国民との対話・技術対話　高年齢で初めて出産し
た母親の子育て支援ニーズをさぐる．第31回日看科会学術集会講演集，165，2011．
8．新道幸恵，鈴木幸子，遠藤俊子，吉沢豊予子，石井邦子，林ひろみ，大井けい子，小林康江，齋藤益
子，村本淳子，清水嘉子，大平光子，成田伸，森恵美：助産学生に有用な産婦ケア（分娩介助を含む）
における教育方法の開発．第52回日本母性衛生学会学術集会抄録集，176，2011．
９．坂上明子，橋本美幸，那須野順子：生後４ヵ月までの母親と祖母の育児に対する考え方の相違．第52
回日本母性衛生学会学術集会抄録集，212，2011．
10．高坂慶子，坂上明子：初妊婦の肯定的出産イメージの獲得を促す看護援助．第52回日本母性衛生学会
学術集会抄録集，191，2011．
11．林ひろみ，大月恵理子，坂上明子：育児期の夫婦の役割調整に対する妊娠期の夫婦のイメージと影響
要因．第52回日本母性衛生学会学術集会抄録集，171，2011．
12．臼井いづみ，長田久夫，坂上明子：「周産期急変対応セミナー」の実施と評価．第52回日本母性衛生学
会学術集会抄録集，287，2011．
13．森田亜希子，森恵美，坂上明子，小澤治美，前川智子，岩田裕子：高度生殖医療技術を受けた妊婦へ
の先駆的な看護介入プログラム研修会の実施．第13回日本母性看護学会学術集会プログラム・抄録集，
49，2011
14．森田亜希子：第1子出生後の父親役割行動における妊娠期の予測と実際．第52回日本母性衛生学会学術
集会抄録集，236，2011．
15．青木恭子，森恵美：性感染症女性患者の看護における患者-看護師関係の構築．第52回日本母性衛生学
会学術集会抄録集，277，2011．
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16．有澤良子，森恵美：産婦の陣痛促進剤使用についての意思決定までの体験．第52回日本母性衛生学会
学術集会抄録集，145，2011
17．土屋雅子：乳がんサバイバーが抱えるスティグマ:社会的開示との関連性. 第25回日本がん看護学会学
術集会講演，237，2011．
18．土屋雅子：乳がんサバイバーのポジティブな経験に関する研究. 第25回日本がん看護学会学術集会講
演，225，2011.
19．土屋雅子：リンパ浮腫アセスメント尺度の文献レビュー. 日本健康心理学会第24回大会発表論文集，
145，2011．
20．Mori, E., Iwata, H., Sakajo, A., Ozawa, H., Maekawa, T., Morita, A. : Japanese nurses’ values 
toward pregnant women after the artificial reproductive treatment: Comparison before and 
after the training course of the nursing intervention program, World Academy of Nursing 
Science 2nd International Nursing Research Conference program, 64, 2011.
21．Maekawa, T., Mori, E., Iwata, H., Maehara, K., Sakajo, A., Ozawa, H., Morita, A.: Developing the 
maternity portfolio for pregnant women after the artificial reproductive treatment to promote 
maternal role attainment, 14th East Asian Forum of Nursing Scholars Forum proceedings, 389, 
2011.
22．Harumi, O.,：Nursing intervention to promote mothers of twins gained maternal confidence to 
individualize each twin：Focusing on pregnant period，14th East Asian Forum of Nursing 
Scholars, 388，February 11-12, 2011
23．Kashiwabara, E., Mori, E.: Unstable neonatal sucking behavior and measures of behaviorin 
infancy using the neonatal behavioral assessment scale, 14th East Asian Forum of Nursing 
Scholars, 313-314, 2011.
24．Conghong,L., Mori, E.: An Intervention Framework for Women’s Reproductive Tract Infections 
in Rural China: Application of the Precede Model, 14th East Asian Forum of Nursing Scholars, 
389-390, 2011.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
25．森恵美：母性看護学領域に根ざした研究方法論の探究，看護学研究発展の軌跡　研究方法論に着眼し
て．看護研究，44（5），511-518，2011.
26．森恵美：シリーズ女性研究者の能力発揮のために　千葉大学における女性研究者支援の取り組み①　
女性研究者支援の理念と取り組み．文部科学教育通信（株式会社ジアース教育新社発行），259，22－
23，2011．
27．森恵美，千葉大学における女性研究者支援の取り組み②　女性研究者支援モデルにおける両立支援活
動．文部科学教育通信（株式会社ジアース教育新社発行），260，18－19，2011．
28．森恵美，小玉小百合：千葉大学における女性研究者支援の取り組み③　女性大学院生のキャリア形成
のための支援．文部科学教育通信（株式会社ジアース教育新社発行），261，20－21，2011．
29．森恵美，小玉小百合：千葉大学における女性研究者支援の取り組み④　学内調査結果を生かした支援．
文部科学教育通信（株式会社ジアース教育新社発行），262，16－17，2011．
30．森恵美，小玉小百合：千葉大学における女性研究者支援の取り組み⑤　トップダウンによる意識改革
の推進，文部科学教育通信（株式会社ジアース教育新社発行），263，16－17，2011．
31．森恵美：千葉大学における女性研究者支援の取り組み⑥最終回　女性研究者支援で千葉大学がどう変
わったか，文部科学教育通信（株式会社ジアース教育新社発行），264，24－25，2011．
〔研究状況〕
　本教育研究分野では，Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産褥期など
にある女性の健康や母性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている．家族育成期の女性とその重
要なパートナーである夫との関係，家族についても調査，検討を重ねている．
　森は，平成22年度から内閣府による「最先端・次世代研究開発支援プログラム」の助成を受け，「日本の
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高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」研究に取り組んでいる．本研究には坂上，小澤，
森田，前川，前原，岩田，土屋，佐伯も共同研究者として参画している．第52回日本母性衛生学会学術集
会のワークショップ（6）ならびに，第31回日本看護科学学会学術集会国民の国民との対話・技術対話（7）
では，同研究の背景および概要を説明し，参加者との意見交換を行った．また，平成20年度から助成を受
けていた文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B））「高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を促
す看護介入プログラムの開発と実用化」（研究代表者：森恵美）の研究成果を発表した（1，13，20）．加え
て，平成20年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（A））「看護系大学学士課程助産学生に有用
な産婦ケア（分娩介助を含む）の教育方法の開発」（研究代表者：新道幸恵）にも研究分担者として参画し
ている（8）．さらに，平成20年度から文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「周産期医療ケアシ
ステム・看護の質改善を推進するための研究」（研究代表者：大月恵理子）にも，森，坂上，森田は連携研
究者として参画している．
　坂上は，平成22年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「続発性不妊
女性の治療と育児の両立におけるストレスの軽減を促す看護介入の開発と評価」（研究代表者：坂上明子）に
取り組んでおり，小澤も研究分担者として参画している．また，坂上は，文部科学省科学研究費補助金（基
盤研究（C））「０歳児をもつ母親の子育て支援システムの充実を目的とした祖父母教育プログラムの検討」
（研究代表者：橋本美幸）にも研究分担者として参画し、研究成果を発表した（9）．さらに，平成20年度か
ら助成を受けていた文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「妊娠期の夫婦の役割調整方法とその
役割調整を促すための看護介入の明確化」（研究代表者：林ひろみ）の研究成果を発表した（11）．
　小澤は，博士論文の研究成果の一部を発表した（22）．
　森田は，平成21年度から助成を受けていた文部科学省科学研究費補助金（若手研究（B））「第１出生後
の父親役割行動における予測と実際」の研究成果を発表した（14）．
小児看護学教育研究分野
〔原著〕
１．中村伸枝，臼井いづみ，松田直正，荒木暁子，市原真穂，奥朋子，添田百合子，細矢美紀，松岡真里：
専門看護師として認定を受けていない専門看護師教育課程修了者の認定申請に向けたサポートニーズ．
千葉看会誌，17（1），17－24，2011．
２．臼井いづみ，中村伸枝，松田直正，荒木暁子，市原真穂，奥朋子，添田百合子，細矢美紀，松岡真里：
専門看護師・専門看護師教育課程修了者および看護管理者の専門看護師教育課程へのニーズ．千葉看
会誌，17（1），35－42，2011．
３．内海加奈子：慢性腎不全をもつ思春期患者のセルフケアと親のかかわり－思春期患者が認識する親の
かかわりとセルフケアとの関連に注目して－．千葉看会誌，17（1），25－33，2011．
〔学会発表抄録〕
４．Naho Sato, Akiko Araki, Ryuko Ito: Exploring Japanese Family Belief; Beliefs in family of 
children with special needs. 10th International Family Nursing Conference, 131, 2011.
５．Ryuko Ito, Akiko Araki, Naho Sato, Kazuko Ishigaki: Beliefs of families having children with 
special needs. 10th International Family Nursing Conference, 232, 2011.
６．荒木暁子, 伊藤隆子, 佐藤奈保, 石垣和子：発達障害のある子どもの家族の在宅生活の育児に関わるビ
リーフ. 日本家族看護学会第18回学術集会講演集, 97, 2011
７．荒井梨恵，中村伸枝，佐藤奈保：単心室型心奇形の乳児を自宅で育てている母親の子育てへの思い．日
本小児看護学会第21回学術集会講演集，87，2011．
8．星野美穂，飯塚もと子，佐藤奈保，中村伸枝：長期入院した子どもの復学支援における関係職種およ
び保護者の認識と支援の実際－復学が順調に進むための要因に着目して－．平成23年度日本育療学会
第15回学術集会，11，2011．
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９．中村伸枝，宮本茂樹，松浦信夫，相吉恵，椨瑞希子，高橋みゆき：医療者と小児病棟で働く非医療者
との協働についての調査－看護師と保育士のとらえた保育士の必要性と協働の問題点．第58回日本小
児保健協会学術集会講演集，226，2011．
10．仲井あや：早産児への閉鎖式気管吸引の導入と普及に向けた取り組み．千葉看第17回学術集会集録，
41，2011．
11．金丸友，中村伸枝，佐藤奈保：思春期に糖尿病を診断された若者のセルフマネジメントを高める看護
援助－若者の経験の積み重ねの視点から－．第16回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，140，
2011．
12．谷洋江，中村伸枝，佐藤奈保：摂食障害のリスクがある１型糖尿病をもつ思春期女性への健康的な摂
食態度を促す看護援助．第16回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，141，2011．
13．内海加奈子，中村伸枝，佐藤奈保：慢性腎不全をもつ思春期患者のセルフケア．日本小児腎不全学会
雑誌－第32回日本小児腎不全学会記事－，31，239－240，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
14．中村伸枝，金丸友，出野慶子：小児期に糖尿病を発症した青年の糖尿病をもちながら成長する体験～
小学校低学年で発症した小児糖尿病キャンプ参加者の体験～．日本糖尿病教育・看護学会誌，15（1） ，
1－7，2011.
15．中村伸枝，臼井いづみ，松田直正，荒木暁子，市原真穂，奥朋子，添田百合子，細谷美紀，松岡真里：
専門看護師として認定を受けていない専門看護師教育課程修了者の教育ニーズ．千大看紀要，33，31
－37，2011.
16．佐藤奈保：在宅で乳幼児期の障害児を育てる父親への育児への関わり．第36回千葉県小児保健協会学
術集会
〔研究状況〕
　本年度より，仲井が着任し，早産児と家族の研究が加わった（10）． 本教育研究分野では，継続して研
究活動を行ってきた障がいや慢性疾患をもつ子どもと家族の看護に関する研究を，本年度も継続して行っ
た（7，8，11，12）．
　競争的資金を獲得して行っている研究は以下の通りである．中村は，平成22－24年度科研費（基盤研究
（C））を得て「糖尿病をもつ子どもの成長発達に沿った看護指針・評価指標の開発」を継続し，成果の一
部を公表する（14）と共に，1型糖尿病をもつ幼児と母親向けに疾患や療養行動の理解を促す絵本を作成中
である．また、平成22～24年度科研費（基盤研究（B））を得た「小児病棟で働く医師・看護師以外の職種
の役割－その実態と教育制度の確立に関する研究－」（代表：宮本茂樹）の分担研究者として，調査に参画
し，成果を発表した（9）．佐藤は，平成22－24年度科研費（基盤研究（C））を得た「乳幼児期の障害児を
育てる父親に対する看護援助プログラムの構築」，および，平成23～25年度科研費（基盤研究（B））を得
た「家族支援を効果的に進める家族ビリーフアセスメント方法の開発」（代表：石垣和子）の分担研究者と
して調査し，成果を発表した（4，5，6，16）．内海は，慢性腎不全をもつ思春期患者のセルフケアに関す
る研究を公表すると共に（3，13），平成23～24年度科研費（若手研究B）を受けて研究を発展させている．
仲井は，科研費（研究活動スタート支援）を得て「早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の特
徴」の研究を開始している．
　また，中村が代表となり平成19～21年度 文部科学省 大学院教育改革支援プログラム（組織的な大学院
教育改革推進プログラム）に採択された「専門看護師育成・強化プログラム（専門看護師リーダーの育成）」
による成果や活動を公表した（1，2，15）． 
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成人看護学
〔原著〕
１．岡本明美，眞嶋朋子，増島麻里子，渡邉美和，淺井潤子，糸川紅子，岩爪美穂，熊野真紀，重田宏恵，
田中史子：大学の教養教育課程における死生観教育のあり方の検討．千大看紀要，33，1-9，2011.
２．広瀬由美子，佐藤まゆみ，泰圓澄洋子，眞嶋朋子：若年女性生殖器がん術後患者の他者との関係にお
ける体験．千葉看会誌，17（1），43-50，2011.
〔学会発表抄録〕
３．増島麻里子，井沢知子，奥朋子，矢ヶ崎香，小松浩子，作田裕美：リンパ浮腫の予防に対する患者教
育・指導に資する研修プログラム評価　第4報　研修運営者へのインタビュー調査より．第25回日本が
ん看護学会学術集会講演集，152，2011．
４．増島麻里子，季羽倭文子，花出正美，細矢美紀，小野桂子，小野智子，林美子，平野友子：がん患者
と家族のためのサポートグループ「がんを知って歩む会」のスタッフが直面する困難と課題．第25回
日本がん看護学会学術集会講演集，207，2011．
５．奥朋子，増島麻里子，井沢知子，矢ヶ崎香，小松浩子，作田裕美：リンパ浮腫の予防に対する患者教
育・指導に資する研修プログラム評価　第５報　運営者への質問紙調査より．第25回日本がん看護学
会学術集会講演集，153，2011．
６．笠原千津子，岡本明美，眞嶋朋子：外来通院中の終末期がん患者のがん性疼痛を緩和するための家族
の取り組み．第25回日本がん看護学会学術集会講演集，117，2011.
７．小坂美智代，眞嶋朋子：外来化学療法を受ける胃がん術後患者の柔軟な対処を支える看護支援モデル
の開発（第２報） 看護支援モデルに基づいた看護介入．第25回日本がん看護学会学術集会講演集，306，
2011.
8．中山麻由美，増島麻里子，眞嶋朋子：再発を繰り返す慢性肝炎由来の肝臓がん患者が行う生活調整．第
25回日本がん看護学会学術集会講演集，312，2011.
９．花出正美，季羽倭文子，増島麻里子，細矢美紀，小野桂子，小野智子，平野友子，林美子：がん診療
連携拠点病院相談支援センター相談員の“がん患者と家族が心の悩みや体験などを語り合うための場”
に関する経験と認識．第25回日本がん看護学会学術集会講演集，209，2011．
10．細矢美紀，季羽倭文子，増島麻里子，花出正美，小野桂子，小野智子，平野友子，林美子：がん患者
と家族のためのサポートプログラムおよびサポートプログラム研修に関する医療従事者の認識と課題．
第25回日本がん看護学会学術集会講演集，205，2011．
11．矢ヶ崎香，小松浩子，作田裕美，増島麻里子，井沢知子，奥朋子：リンパ浮腫の予防に対する患者教
育・指導に資する研修プログラム評価　第６報　研修参加者への質問紙調査より．第25回日本がん看
護学会学術集会講演集，153，2011．
12．増島麻里子，佐藤禮子，渡辺敏，赤井ユキ子，田口奈津子，塩原正之，吉川淳子，渡辺尚子，千田真
智子：終末期事例検討による学びと意義－千葉ターミナルケア研究会事例検討の分析より－．第17回
日本臨床死生学会大会プログラム・抄録集，65，2011．
13．高橋平徳，酒井郁子，山本武志，前田崇，国井由生子，朝比奈真由美，飯田貴映子，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，黒河内仙奈，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，眞嶋朋子，増田和司，宮﨑美砂子：
Interprofessional　実践能力評価尺度の開発と検証（第１報）－専門職へのインタビューと構成要素
の検討によるアイテム・プールの作成－．日本保健医療福祉連携教育学会第4回学術集会プログラム・
抄録集，33，2011.
14．眞嶋朋子，淺井潤子，渡邉美和，岡本明美，増島麻里子，正木治恵，山下亮子，長坂育代，佐藤まゆ
み，浅野美知恵，佐藤禮子：専門看護師が必要とする看護管理者からの支援．第31回日看科会学術集
会講演集，553，2011．
15．糸川紅子，岡本明美，眞嶋朋子：外来化学療法を受け身体症状が増悪傾向にある進行・再発大腸がん
患者の生活調整．第31回日看科会学術集会講演集，203，2011．
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16．井上泉子，増島麻里子，眞嶋朋子：外来通院している進行胃がん患者の食への思い．第31回日看科会
学術集会講演集，203，2011．
17．櫻井智穂子，眞嶋朋子：終末期の緩和を目的とした療養への移行におけるがん患者と家族の決断の“ゆ
れ”．第31回日看科会学術集会講演集，471，2011．
〔報告書〕
18．眞嶋朋子，増島麻里子，岡本明美，渡邉美和，淺井潤子：専門看護師活動における医行為の現状とニー
ズ．平成22年度　医療関係者研修費等補助金（看護職員確保対策特別事業）成果報告書，2011．
19．眞嶋朋子，佐藤禮子，浅野美知恵，正木治恵，佐藤まゆみ，増島麻里子，岡本明美，渡邉美和，淺井
潤子，泰圓澄洋子：看護系大学院修了者支援プログラムの精練と展開．平成19年度～平成22年度科学
研究費補助金（基盤研究（B））研究成果報告書，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
20．眞嶋朋子，山下亮子，小坂美智代：看護学研究発展の軌跡　研究方法論に着眼して 成人看護学領域に
おける看護実践モデルを開発するための研究方法論の探究．看護研究，44（5），490-499，2011.
21．眞嶋朋子：「シンポジウムⅡ　成果を形に－臨床の看護実践にエビデンスを結びつける」教育の成果－
専門看護師制度のこれまでとこれから．第７回日本クリティカルケア看護学会学術集会プログラム・
講演集，60，2011.
2２．朝比奈真由美，酒井郁子，宮崎美砂子，石井伊都子，田邊政裕，伊藤彰一，前田崇，眞嶋朋子，石橋
みゆき，飯田貴映子，関根祐子，増田和司：専門職連携教育　多年次積み上げ式プログラム，４年間の
実践報告．医学教育，42，111，2011.
23．藤本美生，小松浩子，内布敦子，藤田佐和，荒尾晴惠，菅野かおり，祖父江由紀子，田墨恵子，千﨑
美登子，矢ヶ崎香，野村美香，増島麻里子，奥朋子，井沢知子，長谷川久巳，鈴木志津枝，佐藤禮子：
「がん放射線療法看護認定看護師」領域認定申請報告と認定看護師への期待．日本がん看護学会誌，25
（1），62-63，2011．
【研究状況】
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，終末期看護，看護系大学院修了者支援，専門看護師教育に関
する研究を行っている．また，現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医療組織人育成の教育プ
ログラム－専門職連携能力をコアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」，および，がんプロフェッショナル養
成プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」に取り組んでいる．
　がん看護については，増島らが， リンパ浮腫の予防に関する研修プログラム評価（3，5，11），ならび
にがん患者と家族のためのサポートグループ（4）に関する研究成果を発表した．その他，若年女性生殖器
がん術後患者の体験について著述し（2），外来化学療法を受けている術後がん患者の対処構造（7），再発
を繰り返すがん患者が行う生活調整（8），がん診療拠点センター相談員の経験と認識（9），がん患者と家
族のためのサポートプログラムに関する医療従事者の認識と課題（10），外来化学療法を受ける進行・再発
がん患者の生活調整（15），外来通院している進行胃がん患者の食への思い（16）に焦点を当てた研究成果
を発表した．文部科学省科学研究費補助金を受けて，増島らは，「乳がん患者のサポートグループの効果を
高めるプログラム構成と有効性に関する研究」（基盤研究（B））に，楠は，「補完・代替療法に取り組むが
ん患者への看護支援モデルの開発と精練」（若手研究（B））に継続して取り組み，長坂は，「乳がんの女性
の不確かさに対するオンコロジーナースの看護実践」（若手研究（B））に着手している．
　終末期看護については，増島らが，終末期事例検討からの学び（12）について研究成果を発表した．そ
の他，終末期がん患者のがん性疼痛に関わる家族の取り組み（6），ならびに終末期がん患者の緩和を目的
とした療養への移行（17）に焦点をあてた研究成果を発表した．文部科学省科学研究費補助金を受けて，
渡邉は，「終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデルの構築」（若手研究（B））に継続して取
り組んでいる．
　看護系大学院修了者支援については，眞嶋らは，文部科学省科学研究費補助金を受けて，「看護系大学院
修了者支援プログラムの精練と展開」（基盤研究（B））に継続して取り組み，専門看護師が必要とする看
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３4号
－64－
護管理者からの支援についての研究成果を発表し（14），看護系大学院修了者支援プログラムに関する報告
書を作成した（19）．
　専門看護師教育については，眞嶋らは，文部科学省科学研究費補助金を受けて，「チーム医療を促進する
臨床判断に焦点をあてた専門看護師教育プログラムの開発」（基盤研究（B））に着手している．また，眞
嶋らは，専門看護師活動における医行為に関する報告書を作成し（18），眞嶋は，専門看護師教育の成果と
専門看護師制度の展望に関するシンポジウムを行った（21）．
　その他，岡本らは，大学の教養教育課程における死生観教育のあり方について著述した（1）．眞嶋らは，
成人看護学領域における看護実践モデルを開発するための研究方法論に関して執筆した（20）．さらに，が
ん放射線療法看護認定看護師領域認定申請について報告した（23）．
　現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力を
コアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」については，専門職の実践能力評価尺度に関する研究成果を発表し
（13），多年次積み上げ式プログラムの実践報告を行った（22）．がんプロフェッショナル養成プラン「関東
広域多職種がん専門家チーム養成拠点」においては，がん医療に携わる多職種が交流するシンポジウムの
共同開催に参画した．
老人看護学教育研究分野業績
〔原著〕
１．谷本真理子, 太田美帆, 三浦美奈子, 尾岸恵三子：弁当箱法を活用した糖尿病患者への食支援（第１報）
弁当箱法を実施した患者の食生活の目安．日本糖尿病教育・看護学会誌，15（2），137-144，2011．
２．河井伸子，清水安子，正木治恵：２型糖尿病とともにある人の連続性（continuity）．日本糖尿病教育・
看護学会誌，15（2），128-136，2011．
３．遠藤和子，清水安子，正木治恵：食卓の営みの語りに表れた２型糖尿病とともにある中高年女性のあ
りよう．文化看護学会誌，3（1），1-9，2011．
４．清水安子, 内海香子, 麻生佳愛, 村角直子, 黒田久美子, 瀬戸奈津子, 正木治恵, 石井秀宗：糖尿病セルフ
ケア能力測定ツール(修正版)の信頼性・妥当性の検討，日本糖尿病教育・看護学会誌，15（2），118-127，
2011．
５．三浦美奈子, 谷本真理子, 太田美帆，竹内千鶴子，尾岸恵三子：糖尿病患者が食生活において弁当箱法
を活用して行った工夫，東京女子医科大学看護学会誌，16（1），31-39，2011.
〔学会発表抄録〕
６．日本糖尿病教育・看護学会　研究推進委員会（瀬戸奈津子，西垣昌和，清水安子，黒田久美子，宮武
陽子，米田昭子，森小律恵，大原裕子，数間恵子，正木治恵）：日本におけるインスリンエラーの実態
　　第３報，第16回日本糖尿病教育・看護学会学術集会，2011．
７．谷本真理子, 服部智子, 竹川幸恵：慢性病者のエンドオブライフケア　患者が最期まで生きるプロセス
を，どのように支えるか?．日本慢性看護学会誌，5（1），67，2011．
8．益田織江，田所良之，谷本真理子，正木治恵：多系統萎縮症疑いで診断目的の入院を経験した患者が
その入院の経過中および退院後抱く思い．千葉看第17回学術集会集録，22，2011．
９．高田純子，田所良之，谷本真理子，正木治恵：脳深部刺激療法（DBS）を受けたパーキンソン病患者
の日常生活における対処行動に関する研究．千葉看第17回学術集会集録，20，2011．
１０．小村文乃，田所良之，谷本真理子，正木治恵：緩徐進行性神経難病患者が考える移動動作を伴う生活
をどう送るかについての意向．千葉看第17回学術集会集録，24，2011．
１１．寺尾洋介，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵：介護老人福祉施設における看取りの看護実践の経験～
高齢者の人生で培われた意思を反映する実践に着目して～．千葉看第17回学術集会集録，26，2011．
12．アンポンサ・エフィア，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵，文化的文脈からみた看護師の倫理的責任：
日本で看護教育を受けたガーナ人学生のガーナでの実務実習での違和感から文化看護学会第３回学術
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集会，2011. 
１３．飯島伸枝，谷本真理子，正木治恵，在日外国人高齢者に対する文化に配慮したケアについての考察：
地域の支援活動への参加を通して，文化看護学会第３回学術集会抄録集，2011. 
１４．栗本聡美，田道智治，谷本真理子，正木治恵，海外でのCNS研修における学びーCNS課程修了生を対
象とした強化コースの一環として，日本老年看護学会第16回学術集会，221，2011.
１５．竹山聡美，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵，向老期にある女性糖尿病患者のセルフケア行動の取り
組みに影響している家族への思いに関する研究，第16回日本糖尿病教育・看護学会，2011. 
１６．井出訓，正木治恵，片岡万里，飯田貴英子，辻村真由子，交流集会：高齢者の胃ろう造設や経管栄養
に関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間での捉え方の相違から
学ぶ，日本老年看護学会第16回学術集会，74，2011.
１７．H. Masaki, Y. Mochizuki, M. Miyazaki, K. Ishigaki：The perspectives for culturaly appropriate 
Japanese nursing，Honor Society of Nursing, Sigma Theta Tau International 41th Biennial 
Convention，2011．
１8．Yoshiyuki TADOKORO, Yoshiyuki TAKAHASHI：Nursing skils unique to Japanese culture for 
managing interpersonal relationships between nurses and patients. The 2nd World Academy 
of Nursing Science（WANS），<http://stti.confex.com/stti/congrs11/webprogram/Paper47813. 
html>,（last access date : January 12, 2012）．
１９．Mariko TANIMOTO, Tomoko HATTORI, Yoshiyuki TAKAHASHI, Yoshiyuki TADOKORO, 
Mikiyo TARITA, Harue MASAKI："The Self" of patients living with a chronic ilness in end-of-
life care in Japan. 2nd International Nursing Research Conference of World Academy of 
Nursing Science（WANS），<http://stti.confex.com/stti/congrs11/webprogram/Paper47909.html>, 
（last access date January 12, 201２）
２０．Emiko Imamura，Carol J Loveland-Cherry，Ann L Whal，Julia S Seng：Religiosity as a 
Predictor of Health Promotion Behaviors in Elderly Japanese．10th International Family 
Nursing Conference，71，2011．
21．Grudzen，M．Imamura，E．，Nakasone，R．：Ancestral Wisdom：Living，Caring and Dying in 
East Asia．American Society on Aging（ASA）２０１１ Annual Conference，San Francisco，CA． 
１０４，２０１１．
〔報告〕
　なし
〔単行書〕
２２．正木治恵：老年看護の目標．対象特性．老いること，死ぬことの意味と備え．「豊かな生」の創出・支
援．保健医療福祉制度の変革の中で変化する老年看護の役割．老年看護学研究の発展．正木治恵，真
田弘美（編）看護学テキストシリーズNiCE　老年看護学概論「老いを生きる」を支えることとは．第
１版，南江堂，62-64，140-146，176-181，182-187，326-330，341-342，2011．
２３．谷本真理子：高齢者の権利擁護．からだ．高齢者ケアにおける高齢者理解の発展．正木治恵，真田弘
美（編）看護学テキストシリーズNiCE　老年看護学概論「老いを生きる」を支えることとは．第1版，
南江堂，51-55，66-67，155-159，2011．
２４．田所良之：暮らし．生きがい．正木治恵，真田弘美（編）看護学テキストシリーズNiCE　老年看護学
概論「老いを生きる」を支えることとは．第1版，南江堂，81-87，88-94，2011．
２５．高橋良幸：歳月の積み重ね．正木治恵，真田弘美（編）看護学テキストシリーズNiCE　老年看護学概
論「老いを生きる」を支えることとは．第1版，南江堂，95-101，2011．
２６．今村恵美子：スピリチュアリティ．老年看護学概論－「老いを生きる」を支えることとは（正木治恵，
真田弘美論），南江堂，132-138，2011
27．真田弘美，正木治恵（編）看護学テキスト　NiCE　老年看護学技術　最後までその人らしく生きるこ
とを支援する，南江堂，2011． 
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〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２8．正木治恵：対象理解に着目した看護学研究方法論の探究．看護研究，44（5），482-489，2011．
２９．正木治恵：巻頭言　日本老年看護学会の「成長期」に向けて，老年看護学，15（1），4，2011．
３０．正木治恵：看護の実践知．日本透析医学会雑誌，44，326，2011．
３１．谷本真理子：糖尿病看護における実践と研究　相互の向上のために共にできること セルフケア支援の
研究と実践の接点を探る　質的事例研究の取り組みを通して．日本糖尿病教育・看護学会誌，15（1），
70-71，2011．
３２．遠藤和子，清水安子，正木治恵：描画を用いた語りに表れた2型糖尿病高齢女性の食卓の変容　一事例
からの食事療法を援助する視点．日本糖尿病教育・看護学会誌，15（2），172-178，2011．
３３．田道智治，鳥田美紀代, 正木治恵：認知症患者のその人らしさを支える看護実践の構造　医療場面に焦
点を当てて．老年看護学，15（2），44-50，2011．
３４．清水安子, 大原裕子, 米田昭子, 森小律恵, 瀬戸奈津子, 数間恵子, 黒田久美子, 西垣昌和, 宮武陽子, 正
木治恵, 日本糖尿病教育・看護学会研究推進委員会：インスリン療法を行う糖尿病患者への糖尿病看
護のベストプラクティス　糖尿病看護スペシャリストの実践知をもとに．日本糖尿病教育・看護学会
誌，15（1），25-35，2011．
３５．大原裕子，瀬戸奈津子，米田昭子，森加苗愛，正木治恵：慢性疾患領域における医師と看護師との役
割分担と連携に関する研究，日看科会誌，31（4），75-85，2011．
３６．林優子，山口桂子，正木治恵：看護学の将来を担う次世代のためのFDのあり方 平成22年度日本看護
系大学協議会FD委員会調査報告　若手看護学教員に求められる資質・能力獲得状況と支援に関する実
態およびFD活動の方向性．日看科会誌，31（2），97-98，2011．
３７．太田美帆，谷本真理子，三浦美奈子，尾岸恵三子，弁当箱法を活用した糖尿病患者への食支援（第２
報）－食生活の目安形成を促すための成人教育に基づく看護師の支援の分析，日本糖尿病教育・看護
学会誌15（2）145-153，2011.
３8．岩岡秀明，橋本尚武，栗林伸一，松尾哲，高橋芳恵，谷本真理子，長阪裕子，千葉糖尿病教育スタッ
フ研究会の設立と歩み，メディカルトリビューン2011年５月26日号特別企画，2011.
39．野地有子, 北池正, 今村恵美子, 松田直正：北米のFaculty Developmentの動向と看護学教育　高等教
育におけるFDの歴史と事例から．千葉看会誌，16（2），95-97，2011．
　老人看護教育研究分野では，老人看護と慢性疾患看護に関する教育・研究を行っている．
　老人看護に関しては，高齢者の対象理解に関する研究（20），老人看護の実践に関する研究（11，13，17，
33）を行った．また，正木が編集者，当分野の教員が共同執筆者となった老年看護学概論の教科書を執筆
した（21-27）．
　慢性疾患看護に関しては，神経難病患者のあり様に関する研究（8，9，10），慢性病患者のエンドオブラ
イフケアに関する研究（7，19，21），慢性疾患看護の実践知に関する研究（30），他職種との連携に関する
研究（34）に取り組み発表した．
　糖尿病看護に関しては，糖尿病患者の対象理解に関する研究（2，3，15），セルフケアの評価に関する研
究（4），糖尿病患者への看護実践や支援方法に関する研究（1，5，31，32，34，37），糖尿病看護の実態把
握調査（6），他職種との連携に関する研究（35）に取り組み発表を行った．
　その他，慢性疾患看護，老人看護における文化や日本文化型看護に関する研究（12，13，16，17，18），
看護学研究の方法論に関する研究（28），看護学教育に関する研究（14），FDに関する研究（36，39）を
行った．
　今年度も引き続き，谷本が「下降期高齢慢性病患者の終末を見据えた包括的セルフケア支援の質評価指
標の開発」（文部科学省研究補助金（基盤C）），田所が「日本における患者‐看護師間の対人援助関係の構
築・促進・維持に関する看護援助の特徴」（文部科学省研究補助金（若手研究B)），高橋が「慢性呼吸器疾
患患者のエンド・オブ・ライフ・ケアの臨床知」（文部科学省研究補助金（若手研究B）），今村が「日米高
齢者のスピリチュアリティに関する質的研究とスピリチュアリティ尺度開発」（文部科学省研究補助金（基
盤C））を受け，研究を進めている． 
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精神看護学教育研究分野
〔原著〕
１．岩﨑弥生：精神障害をもつ人の体験世界の理解に基づく看護研究方法の模索．看護研究，44（5），474
－481，2011． 
２．伊藤由美子, 牧野聡明, 梅野美代子, 野﨑章子：患者から職員への暴力の実状　暴力を受けても報告さ
れない背景. 日本看護学会論文集: 看護管理, 41, 235－238, 2011．
〔学会発表抄録〕
３．岩﨑弥生：周縁化された高齢者への理解と社会的包摂に向けて．第１回コスモスシンポジウム・プロ
グラム集，1－3，2011．
４．岩﨑弥生：日本および世界の精神科医療・看護～リカバリー志向の看護の可能性に関する一考察．平
成23年度日本精神科病院協会学術教育研修会抄録，19－20，2011．
５．黒岩誠，廣池利邦，岩﨑弥生：田野畑村におけるお手伝い（心の健康）．日本精神衛生学会第27回大会
抄録集，31－33，2011．
６．岩﨑弥生，小宮浩美，野﨑章子，石川かおり，張平平，李従紅：中国Ｘ省農村部における女性の日常
生活とライフスキルの特徴，第31回日看科会学術集会講演集，566，2011．
７．近藤浩子，小宮浩美，浦尾悠子：癒し技法としてのタッチの施行者と受け者の相互作用に関する研究，
第17回千葉看護学会学術集会収録，35，2011．
8．近藤浩子，小宮浩美，浦尾悠子：癒し技法としてのタッチの効果に関する研究，第31回日看科会学術
集会講演集，338，2011．
９．板橋直人, 野﨑章子, 小池純子, 永井優子, 半澤節子：地域で生活する統合失調症患者に対する精神科看
護職者の認識の変化－看護方式変更に着目して－. 日本精神障害者リハビリテーション学会, 第19回
京都大会抄録集, 53, 2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
10．岩﨑弥生：ビデオ教材　世界のメンタルヘルスの動向と課題．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育
成プロジェクト，2011．
11．岩﨑弥生：ビデオ教材　ストレス・マネジメント．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プロジェ
クト，2011．
12．岩﨑弥生：ビデオ教材　精神科看護技術：自己理解とコミュニケーション．世界銀行ベトナム看護教
育リーダー育成プロジェクト，2011．
13．岩﨑弥生：ビデオ教材　精神科看護技術：治療的関わり．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プ
ロジェクト，2011．
14．岩﨑弥生：ビデオ教材　精神科における看護過程の展開．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プ
ロジェクト，2011．
15．岩﨑弥生：ビデオ教材　統合失調症の理解と看護．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プロジェ
クト，2011．
16．岩﨑弥生：ビデオ教材　病院および地域における権利擁護．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成
プロジェクト，2011．
17．岩﨑弥生：ビデオ教材　精神科における多職種間連携．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プロ
ジェクト，2011．
18．岩﨑弥生：ベトナムにおける精神看護学教育のニーズと今後の精神看護教育あり方に関するワーク
ショップ，世界銀行ベトナム．2011．
19．岩﨑弥生：日本の保健医療看護の動向と千葉大学における看護学教育の現状．ガジャ・マダ大学看護
学部，2011．
20．岩﨑弥生：エコロジカル指向の当事者力量精神看護モデルの開発．平成19－22年度科学研究費補助金
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［基盤研究（C）課題番号19592557］成果報告書，2011． 
21．野﨑章子，大塚公一郎，岩﨑弥生：在日ブラジル人児童へのメンタルヘルス支援　児童と家族への地
域を基盤とした支援方法の検討，明治安田こころの健康財団研究助成論文集，46巻，105－113，2011．
22．小宮浩美：臨床による臨床のための看護研究 初めての事例研究　ポイントを押さえて臨床の実践知を
広げよう．精神科看護，38（3），30－37，2011.
23．岩﨑弥生，野﨑章子，小宮浩美，浦尾悠子：精神看護学（問題演習），精神看護学（発展学習）．放送
大学看護師国家試験学習支援ツール，2011．https://nurse.ouj.ac.jp/pc/
24．永井優子, 半澤節子, 野﨑章子, 濱田恭子, 宮田真理子, 板橋直人他：地域資源を利用している精神障害
者の健康管理に関する研究.　自治医科大学看護学ジャーナル, 8, 183, 2011．
25．野﨑章子：「自己」，「自己愛」，「全能感」，「潜伏期」，「操作」，「反動形成」，「反復強迫」．見藤隆子，
小玉香津子，菱沼典子総編集：看護学事典第2版. 日本看護協会出版会，2011．
　本研究分野では，国内外の精神看護実践の質向上のための研究活動，中国農村部の女性の日常生活とラ
イフスキルに関する研究，児童思春期のメンタルヘルス支援に関する研究，癒し技法としてのタッチの技
法の開発と教育効果についての研究を行っている。
　精神看護実践の質向上のための研究としては，岩﨑が2007年より文部省科学研究費補助金の助成を受け，
精神障害をもつ当事者の力を生かした看護援助に関する研究を継続している（20）。また，岩﨑は，路上生
活者への支援に関するシンポジウムにおいて，周縁化された高齢者への看護実践に関する発表（2）を行い，
国内の精神科看護師を対象とした学術集会においては，これまでの自らの研究成果を踏まえ，リカバリー
志向の精神看護に関する講演を行った（3）。さらに，トヨタ財団の研究助成を受けて行った中国農村部女
性のメンタルヘルスに関する研究成果の発表（5）や，インドネシア　ガジャ・マダ大学看護学部において，
日本の保健医療看護の動向と千葉大学における看護学教育の現状について情報発信した（19）。また，岩崎
は，東日本大震災後の岩手県田野原村におけるメンタルヘルス支援の実践報告（4）や，世界銀行によるベ
トナム看護教育リーダー育成プロジェクトにおいて，精神看護実践のための各種教材開発を行った（10－
18）。
　児童思春期メンタルヘルス支援に関する研究としては，野﨑が明治安田こころの健康財団の研究助成を
受け行った，在日ブラジル人の児童と家族への地域を基盤とした支援方法に関する研究成果をまとめた
（21）。これらの他、野﨑は国内の精神科看護実践の質向上を目指した研究の成果を発表した（2，9，24）。
　癒し技法としてのタッチの技法の開発と教育効果についての研究としては，タッチの施行者と被施行者
に生じる生体反応に関する知見を発表した（7，8）。
　これらの他，看護研究の方法論に関する知識の発信（1，22）や，精神看護学学習支援ツールの開発（23），
看護学事典の執筆（25）を行った。
地域看護学教育研究分野
〔原著〕
１．丸谷美紀，大澤真奈美，雨宮有子，宮﨑美砂子：農村部における地域の文化を考慮した生活習慣病予
防の保健指導方法－健康を志向した地域の文化を育むことを意図して．日本地域看護学会誌，13（2），
7-15，2011．
〔学会発表抄録〕
２．岩瀬靖子，小宮浩美，飯野理恵，時田礼子，浦尾悠子，佐藤紀子，近藤浩子，宮﨑美砂子，岩崎弥生：
住民との協働実践をめざす看護実習の試み．文化看護学会第３回学術集会抄録，9，2011．
３．亀崎路子，宮﨑美砂子：地域ネットワークづくりにおける多機関協働に対する養護教諭の実践の特徴．
文化看護学会第３回学術集会抄録，21，2011．
４．雨宮有子，丸谷美紀，宮﨑美砂子：都市部の高齢者の生活様式・行動と生活習慣病予防を目指した保
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健指導へのそれらの活用．文化看護学会第３回学術集会抄録，22，2011．
５．阿部玲子，飯野理恵，宮﨑美砂子：働き盛り世代のうつ病の夫とともに生活をする妻の経験について．
千葉看第17回学術集会集録，21，2011．
６．時田礼子，宮﨑美砂子：精神障害者本人が実感している生活の好転～２事例の分析から～．千葉看第
17回学術集会集録，23，2011．
７．石丸美奈，時田礼子，岩瀬靖子，飯野理恵，宮﨑美砂子：保健師の現任教育における研究的取り組み
の意味．千葉看第17回学術集会集録，25，2011．
8．宮﨑美砂子，近藤政代，小西美智子，藤原啓子，岡利香，土井やすみ，飛田千絵，椎葉桂子，戸矢崎
悦子，丹野久美，岩瀬靖子：大都市部の災害発生時の保健活動体制と活動方法構築のためのアプローチ．
第70回日公衛会抄録集，412，2011．
９．奥田博子，宮﨑美砂子，牛尾裕子，春山早苗，田村須賀子，岩瀬靖子，島田裕子：健康危機管理事象
（自然災害）発生を想定した保健活動に関する研究．第70回日公衛会抄録集，413，2011．
10．石丸美奈，山田洋子，梅津美香，松下光子：保健師の実践上の課題解決に向けた研究的取組みの支援
内容の特徴．第70回日公衛会抄録集，432，2011．
11．高橋平徳，酒井郁子，山本武志，前田崇，国井由生子，朝比奈真由美，飯田貴映子，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，黒河内仙奈，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，眞嶋朋子，増田和司，宮﨑美砂子：
Interprofessional実践能力評価尺度の開発と検証（第１報）－専門職へのインタビューと構成要素の
検討によるアイテム・プールの作成－．日本保健医療福祉連携教育学会第４回学術集会プログラム･抄
録集，33，2011．
12．山本武志，酒井郁子，高橋平徳，前田崇，国井由生子，黒河内仙奈，朝比奈真由美，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，関根祐子，相馬仁，田邊政裕，中村伸枝，増田和司，宮﨑美砂子：Interprofessional
実践能力評価尺度の開発と検証（第２報）尺度項目の作成とパイロットスタディによる検証．日本保
健医療福祉連携教育学会第４回学術集会プログラム･抄録集，34，2011．
13．酒井郁子，宮﨑美砂子，中村伸枝，石井伊都子，関根祐子，増田和司，朝比奈真由美，田邊政裕，伊
藤彰一，飯田貴映子，黒河内仙奈，前田崇，高橋平徳，小河祥子：多年次積み上げ型IPEにおけるIP
パフォーマンスおよび共同学習に関する自己評価の年次比較．日本保健医療福祉連携教育学会第４回
学術集会プログラム･抄録集，54，2011．
14．松下光子，牛尾裕子，飯野理恵：看護学の学士課程教育における地区診断・地域診断の教授方法～講
義における地区活動事例の活用．第31回日看科学学術集会講演集，298，2011．
15．Miki Marutani，Shoko Tsuruoka，Manami Osawa，Junko Shimasawa，Rie Iino，Misako 
Miyazaki：Culturaly considered health consultations employed by public health nurses in smal 
Japanese island in preventing lifestyle related diseases．14th East Asian Forum of Nursing 
Scholars，163，2011．
16．Kuniko Ishi，Noriko Sato，Narumi Ide，Hiromi Hayashi：Development of the support program 
for Japanese grandparents caring for infant grandchildren: Based on the evaluation of the 
satisfaction with grandparents’ need．14th East Asian Forum of Nursing Scholars，292，2011．
17．Yuki Kawano，Noriko Sato，Misako Miyazaki：A Case Study of Middle‐age‐men at High 
Risk for Lifestyle‐Related Diseases Regarding Characteristics of Behaviors and Awareness 
During the Process of Lifestyle Improvement Eforts．The 2nd　Japan-Korea 　Joint 
Conference on Community Health Nursing，97，2011．
18．Rie Iino，Noriko Sato，Ishibashi Miyuki，Atsuko Simamura，Sayuri Suwa, Misako Miyazaki：
Methods for Teaching Nursing Manegement．The 2nd　Japan‐Korea 　Joint Conference on 
Community Health Nursing，115，2011．
19．Mitsuko Matsushita，Yoko Yamada，Mina Tsubouchi(Ishimaru)：Learning from Practices of 
Public Health Nurses Who Work at Health center．The 2nd　Japan‐Korea Joint Conference 
on Community Health Nursing，106，2011．
20．Saori Miyazawa，Noriko Sato，Misako Miyazaki：Public Health Nurse Support for Women with 
Drinking Problems who Have Children in Japan：The 2nd　Japan‐Korea Joint Conference on 
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Community Health Nursing，130，2011．
21．Reiko Tokita，Noriko Sato，Rie Iino，Seiko Iwase，Misako Miyazaki：Support Aspects Afecting 
the Empowerment of Elderly Participans in Preventive Care Programs．The 2nd　Japan‐
Korea Joint Conference on Community Health Nursing，161，2011．
22．Noriko Sato，Reiko Tokita，Rie Iino，Seiko Iwase，Misako Miyazaki：Increases in Empowerment 
of Elderly Participants in Preventive Care Programs．The 2nd　Japan‐Korea Joint Conference 
on Community Health Nursing，162，2011．
〔報告書〕
23．佐藤紀子，宮﨑美砂子，時田礼子，岩瀬靖子，飯野理恵：高齢者のエンパワメントに着目した介護予
防活動の評価に関する研究．平成20年度～平成22年度科学研究費補助金（基盤研究C）（研究代表者：
佐藤紀子）研究成果報告書，2011．
24．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，藤田美江，牛尾裕子，岩瀬靖子ほか：大都市部における自然災害
等健康危機発生時の保健活動体制と方法に関する研究．厚労科学研究費補助金（健康安全・危機管理
対策総合研究事業）平成22年度総括・分担研究報告書（研究代表者：宮﨑美砂子），1-97，2011.
25．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，藤田美江，牛尾裕子，岩瀬靖子ほか：大都市部における自然災害
等健康危機発生時の保健活動体制と方法に関する研究．厚労科学研究費補助金（健康安全・危機管理
対策総合研究事業）平成21～22年度総合研究報告書（研究代表者：宮﨑美砂子），1-30，2011.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
26．宮﨑美砂子：健康づくり・地域づくりに根ざした研究方法論の探究．看護研究，44（5），500-510，
2011.
27．坪内（石丸）美奈，松下光子，山田洋子，宮島ひとみ，森仁実，大川眞智子，岩村龍子，大井靖子，
北山三津子：実践上の課題解決に向けたプロセスにおける保健師と看護大学教員との協働関係形成の
要素．日本地域看護学会誌，13（2），106-112，2011．
28．石丸美奈，岩村龍子，大川眞智子：看護系大学教員と行政保健師との共同研究を通した利点と協働の
方法．日本地域看護学会誌，14（1），55-61，2011．
29．坪内(石丸)美奈，山田洋子，松下光子，大井靖子，森仁実，宮島ひとみ，北山三津子，岩村龍子，大川
眞智子，居波由紀子，和田明美：保健師の実践能力の発展過程と現任教育のあり方．平成22年度岐阜
県立看護大学共同研究報告書，102-107，2011．
30．愛知真美，寺西愛，西脇雅子，小粥麻里子，高木美代子，川崎裕子，熊谷紗英子，坂優子，宇野比登
美，田中弓，坪内（石丸）美奈ほか：関係者と連携して行う要援助者のいる世帯への援助方法．平成
22年度岐阜県立看護大学共同研究報告書，6-9，2011．
31．松下光子，坪内（石丸）美奈，森仁実，北山三津子ほか：健康日本２１地方計画の有効な実施を実現す
る保健活動のあり方．平成22年度岐阜県立看護大学共同研究報告書，10-14，2011．
32．梅津美香，坪内（石丸）美奈，北村直子，山田洋子，水野由美，桑原惠子ほか：働く人びとを対象と
した保健指導の質的評価の試み．平成22年度岐阜県立看護大学共同研究報告書，90-95，2011．
33．加藤千波，杉山智絵，則武弘美，田口千枝子，小林ゆかり，佐藤充之，栗山葉子，服部知美，山田洋
子，松下光子，坪内（石丸）美奈ほか：地域のニーズに即した地域包括支援センターの活動の充実・
活性化に向けた取り組み．平成22年度岐阜県立看護大学共同研究報告書，1-5，2011．
34．纐纈富久，加藤友美，水野恵介，石川かおり，葛谷玲子，丸茂さつき，松下光子，北山三津子，大川
眞智子，坪内（石丸）美奈ほか：精神科病院における長期在院患者の退院支援および入院長期化防止
に向けた看護．平成22年度岐阜県立看護大学共同研究報告書，80-85，2011．
35．井戸裕子，三尾三和子，松下光子，杉野緑，坪内（石丸）美奈，石川かおり，宮島ひとみ，葛谷玲子，
丸茂さつき：保健・医療・福祉が連携した精神障がい者の地域生活支援体制のあり方．平成22年度岐
阜県立看護大学共同研究報告書，86-89，2011． 
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〔研究状況〕
　地域看護学教育研究分野では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活
する人々に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる
公衆衛生看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　平成23年３月に佐藤准教授が転出し、４月より石丸准教授が着任した。
　教育研究では、平成19年度より取り組んでいる住民との協働型実習プログラムについて発表した（2）．
また、看護マネジメントの教育方法の検討を行った（18）．
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金による「大都市部における自然災害等健康危機発生時の保健活動体
制と方法に関する研究」において研究代表者として取り組み（8），報告書をまとめた（24，25）．また，平
成22年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受けて，「予防活動の持続・発展に影響を与え
る体制・システム構築に関する地域看護技術」に取り組んでいる．
　石丸は，平成22年度より「保健師への課題解決支援を通して追求する人材育成と現任教育のあり方に関
する研究」の研究課題で，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，調査研究に取り組んでい
る（10，27，28，29）．
　岩瀬は，「軽度発達障害児の療育支援体制の充実にむけた活動評価指標の開発」について，時田は「自立
支援法施行後の保健部門の保健師による精神保健活動の個別支援のあり方の導出」について（6），文部科
学省科学研究費補助金（若手研究B）を受け，調査研究に取り組んでいる．飯野は，「地域住民との共働に
よる生活習慣病予防活動の評価方法の開発成果に関する研究」について，平成23年度千葉大学研究支援プ
ログラムを受けて取り組んでいる。
　また，宮﨑は，医学部・薬学部・看護学部が平成19年度から共同して取り組んでいる専門職連携教育
（IPE）に推進メンバーの１人としてかかわると共に（11，12，13）、平成23年度からは、関連事業として
特別経費プロジェクト「専門職連携能力の高い医療系人材の持続的育成のための基盤強化」の推進にかか
わっている。
訪問看護学教育研究分野
【原著】
◎英文
１．Fukui S., Fujita J., Tsujimura M., Sumikawa Y., Hayashi Y., Fukui N.: Late referrals to home 
paliative care service afecting death at home in advanced cancer patients in Japan: A 
nationwide survey. Annals of Oncology, 22（9），2113－2120, 2011.
２．Fukui S., Fujita J., Tsujimura M., Sumikawa Y., Hayashi Y: Predictors of home death of home 
paliative cancer care patients: A cross-sectional nationwide survey, International Journal of 
Nursing Studies, 48（11），1393－1400, 2011.
【学会発表抄録】
◎和文
３．諏訪さゆり，高橋正彦：第29回教育講演　認知症ケアと薬の理解．日本認知症ケア学会，2011．
４．諏訪さゆり，高橋正彦：シンポジウムA：疾患別に診たBPSDの特徴とケア．日本認知症ケア学会誌，
317，2011．
５．井出訓，正木治恵，片岡万里，飯田貴映子，辻村真由子，その他国際交流委員会協力員：交流集会７
　　高齢者の胃ろう造設や経管栄養に関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上の問題に関す
る多国間での捉え方の相違から学ぶ．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，84，2011．（佐伯恭子，
諏訪さゆり：日本における高齢者の胃ろう造設と経管栄養に関する捉え方とケアの現状）
６．大塚眞理子，丸山優，諏訪さゆり，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，小野幸子，麻生佳愛，野口美和子：急性期病院で取り組まれたケア改善の内容－認知症の高齢
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者が多く入院する病棟の師長を対象とした調査から－．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，84，
2011．
７．諏訪さゆり，佐伯恭子，会田薫子，飯島節，甲斐一郎，太田喜久子：平成22年度厚生労働省老人健康
増進等事業報告　認知症末期患者に対する人工的栄養・水分補給法（ANH）の施行実態とその関連要
因に関する調査 －日本老年看護学会看護師会員対象の調査結果に焦点をあてて－．日本老年看護学
会第16回学術集会抄録集，89，2011．
8．杉山智子，湯浅美千代，島田広美，麻生佳愛，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さ
ゆり，吉田千文，小野幸子，野口美和子：身体合併症を受ける認知症高齢者に対する看護スキル－６
つの問題状況場面に関する調査－．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，110，2011．
９．諏訪さゆり，大塚眞理子，丸山優，湯浅美千代，酒井郁子，杉山智子，島田広美，麻生佳愛，飯田貴
映子，吉田千文，小野幸子，野口美和子：認知症介護指導者による自施設での認知症ケアの普及と改
善．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，196，2011．
10．酒井郁子，吉田千文，湯浅美千代，飯田貴映子，小野幸子，大塚眞理子，杉山智子，島田広美，諏訪
さゆり，麻生佳愛，丸山優，野口美和子：身体合併症を有する認知症高齢者を対象とした看護管理ス
キルの実施可能性の認識－急性期病院看護管理者の意識調査から－．日本老年看護学会第16回学術集
会抄録集，203，2011．
11．髙栁千賀子，片倉直子，辻村真由子，相原綾子，鳥田美紀代：特別養護老人ホームの看護職が認識す
る介護職との連携のあり方についての検討．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，239，2011．
12．小池富士子，諏訪さゆり，中村考一，姜文煕，松永美根子，小林厚子，西村美智代：認知症者の家族
と医療専門職との連携を支援するガイドブックの開発．日本認知症ケア学会誌，317，2011．
13．谷口慶子，諏訪さゆり，中村考一，姜文煕，窪田茂比呂，高橋正彦，永島光枝，須藤博子：在宅認知
症高齢者の薬物療法支援ツールの活用とその効果．日本認知症ケア学会誌，387，2011．
14．丸山優，大塚眞理子，諏訪さゆり，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，麻生佳愛：急性期病院で取り組まれたケア改善の内容－看護部長を対象とした調査から－．第
31回日看科会学術集会講演集，283，2011．
15．諏訪さゆり，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，麻生佳愛：急性期病院においてケア改善を目指した看護部長と病棟師長の取り組みの実際．第
31回日看科会学術集会講演集，283，2011．
16．大塚眞理子，諏訪さゆり，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，麻生佳愛：ケア改善の普及者が行った組織のアセスメント視点．第31回日看科会学術集会講演
集，284，2011．
17．辻村真由子、石垣和子：在宅高齢者を介護する家族への家族看護実践における訪問看護師の困難．日
本家族看護学会第18回学術集会プログラム・抄録集，103，2011．
◎英文
18．Kasuga H.,Ishigaki K.,Suwa S.:Care for family members who take care of sick relatives who 
live at home alone while other family members go to work, 10th International Family Nursing 
Conference Final Program and Abstracts, 279，２０１１．
19．Yamamoto-Mitani N., Sato N., Hohashi N, Katakura N., Ito R., Honda A., Tsujimura M.,  Araki 
A., Yamazaki T., Ishigaki K: Podium Session Exploring Japanese family beliefs, 10th 
International Family Nursing Conference Final Program and Abstracts, 131, 2011.
20．Hu X., Tsujimura M., Ishigaki K: A comparative study of family nursing practices for the 
families of elderly patients in China and Japan, 10th International Family Nursing Conference 
Final Program and Abstracts, 147, 2011.
21．Honda A., Tsujimura M., Marutani M., Tsukada H., Ishigaki K.: Beliefs held by families of 
patients with intractable disease in Japan: Review of the literature, 10th International Family 
Nursing Conference Final Program and Abstracts, 208, 2011.
22．Sakai I.,Iida K.,Kurokochi K.,Matsudaira Y.,Kikuchi E.,Sugawara S.,Bando N.: Visualization of 
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nursing management practices that empower nursing teams in acute rehabilitation units, 2nd 
World Academy of Nursing Science Conference，２０１１．
23．Iida K.,Sakai I. : Development of guidelines for improving cultural sensitivities at long‐term 
care facilities for older people in Japan, 2nd World Academy of Nursing Science Conference，
２０１１．
24．Iino R．，Sato N．，Ishibashi M．，Shimamura A．，Suwa S．，Miyazaki M．：Methods for teaching 
nursing manegement，第２回日韓地域看護学会共同学術集会，The ２nd Japan‐Korea Joint 
Conference on Community Health Nursing，１１５，２０１１．
25．Tsujimura M., Ishigaki K.: Perceptions of home care nurses regarding care of families with 
older adults in Japan, 14th East Asian Forum of Nursing Scholars（EAFONS２０１１）Forum 
Proceedings, 235－236, 2011.
26．Kawasaki Y., Ito R., Tsujimura M., Ishibashi M., Ueno M, Chiba Y., Yoshida C., Ishigaki K: 
Moral distress experienced by Japanese nurses: A secondary analysis of Japanese studies, 14th 
East Asian Forum of Nursing Scholars（EAFONS２０１１）Forum Proceedings, 359, 2011.
【報告書】
27．石橋みゆき，諏訪さゆり，島村敦子：認知症高齢者の退院後の生活再構築を目標とした援助指針の作成．
平成22年度（財）政策医療振興財団研究助成報告書，2011．
28．社団法人日本老年医学会，医師対象調査ワーキンググループ（会田薫子，飯島節，諏訪さゆり，佐伯
恭子，甲斐一郎，大内尉義），看護師対象調査ワーキンググループ（諏訪さゆり，佐伯恭子，会田薫子，
飯島節，甲斐一郎）認知症末期患者に対する人工的な栄養・水分補給法の導入・差し控え・中止に関
するガイドライン作成へ向けた検討．平成22年度　老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進
等事業　認知症末期患者に対する人工的な水分・栄養補給法の施行実態とその関連要因に関する調査
　　調査報告書，2011．
29．社団法人日本老年医学会，ワーキンググループ（甲斐一郎，飯島節，清水哲郎，会田薫子，諏訪さゆ
り，佐伯恭子，西村美智代，結城拓也，二宮英温，森田茂生，大山均）：認知症末期患者に対する人工
的な栄養・水分補給法の導入・差し控え・中止に関するガイドライン作成へ向けた検討．日本老年医
学会事業（平成22年度厚労省老健局老人保健健康増進等事業　報告書，2011．
30．藤田伸輔，諏訪さゆり他：ICFを用いた病態評価． 平成22年度総括研究報告書 厚生労働科学研究費補
助金統計情報総合研究事業，2011．
31．諏訪さゆり，窪田茂比呂，高橋正彦，小池富士子，松永美根子，小林厚子，永島光枝，西村美智代，
谷口慶子，須藤博子，中村考一：平成22年度独立行政法人福祉医療機構助成事業報告書，認知症高齢
者の家族と医療の連携推進事業報告書，2011．
32．辻村真由子，石垣和子，胡秀英，青栁涼子：異文化環境で高齢期を迎える人々の健康状態と医療・看
護・介護ニーズを明らかにするための実態調査：A県在住の中国帰国者とその中国人配偶者を対象と
して．公益財団法人勇美記念財団2009年度在宅医療助成一般公募（後期）完了報告書，1－20，2011．
【単行書】
33．諏訪さゆり編著：認知症のケアとお薬のガイドブック．株式会社ワールドプランニング，2011．
34．諏訪さゆり：第５章 生活を支える看護　７節 睡眠．堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり（編），26老年
看護学　高齢者の健康と障害　第３版，メディカ出版，242－249，2011．
35．諏訪さゆり：第２章　認知症・うつ病・せん妄の看護　１節　認知症．堀内ふき，大渕律子，諏訪さ
ゆり（編），27老年看護学　高齢者看護の実践　第２版，メディカ出版，114－138，2011．
36．諏訪さゆり：第４章　長期療養施設・在宅の看護　４節　在宅．堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり（編），
27老年看護学　高齢者看護の実践　第２版，メディカ出版，216－225，2011．
37．石橋みゆき：第３章 高齢者看護の基本　３節 高齢者看護における倫理．堀内ふき，大渕律子，諏訪
さゆり（編），26老年看護学　高齢者の健康と障害　第3版，メディカ出版，100－107，2011．
38．島村敦子：第５章　生活を支える看護　６節　活動と休息．堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり（編），
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26老年看護学　高齢者の健康と障害　第３版，メディカ出版，232－241，2011．
39．諏訪さゆり監修，島村敦子編著：ポケットブック　介護のトリセツ105．メディカ出版，2011．
【総説・単報・実践報告・資料・その他】
40．諏訪さゆり，酒井郁子，緒方泰子，時田礼子：平成22年度千葉大学公開講座「認知症を知る　看護学
の視点から」「急性期病院における認知症ケア」．千大看紀要，33，11－15，2011．
41．諏訪さゆり，島村敦子，飯田貴映子：認知症患者の合併症　第４回褥瘡．Cognition and Dementia，10
（4），74－75，2011．
42．諏訪さゆり，島村敦子，飯田貴映子：特集　認知症と理学療法　認知症高齢者のADLとケア．理学療
法士ジャーナル，45（10），837－843，2011．
43．辻村真由子, 石垣和子, 相原鶴代, 秋山正子, 新井香奈子, 伊藤隆子, 上野まり, 角田直枝, 島村敦子, 清
水準一, 本田彰子, 森下安子：褥瘡ケアをめぐる訪問看護師と医師との連携およびそれに関連する両者
の認識．千葉県立保健医療大学紀要，2（1），39－44，2011．
44．吉本照子，青山美紀子，川西恭子，小坂直子，辻村真由子，伊藤隆子，石橋みゆき，緒方泰子：訪問
看護をめざす看護師を対象とした学び直しプログラムにおける自己決定的な学習に必要な個別的学習
支援．千葉看会誌，16（2），85－93，2011．
45．諏訪さゆり，辻村真由子：財団法人東京顕微鏡院創立120周年記念シンポジウム　アルツハイマー型認
知症の治療・予防戦略－研究・治療・ケアの最前線から　基調講演「アルツハイマー型認知症のケア
－病者の尊厳を守る」．2011年10月（東京）．
【研究状況】
　平成２３年３月に石橋講師が転出し，４月よりケア施設看護システム管理学から飯田助教が転籍した．さ
らに，8月に飯田助教が転出し，９月より辻村講師が着任した．
　訪問看護学教育研究分野では，地域で生活する高齢者や認知症を持つ方に焦点を当て，在宅医療・在宅
ケアの推進，在宅医療における訪問看護サービスの質向上・普及，在宅ケアチームの連携の促進を目指し
研究に取り組んでいる．
　諏訪は，平成２１年度より引き続き，「平成２３年度厚生労働省老人保健健康増進等事業　高齢者の摂食嚥下
障害に対する人工的な栄養・水分補給法の導入をめぐる意思決定プロセスの整備とガイドライン作成」に
従事し，その中で，急性期病院における摂食嚥下困難な状態にある高齢者への看護の実態調査に取り組み，
本年度からは「平成２３年度厚生労働科学研究費補助金（認知症対策総合研究事業）「研究課題：都市部にお
ける認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応（研究代表者　朝田隆）」分担研究者として「生活機能
障害の大規模実態調査」に取り組み，認知症ケアの質向上に関す調査研究を行っている．また，日本看護
協会において「介護施設における看護の機能強化に関する研究」に関わっており，その中で「介護施設に
おける看護職のためのガイドブックの開発」を行っている．また，「東京大学高齢社会総合研究機構　柏在
宅医療研修試行プログラム」にも参画し，在宅医療，急性期病院，長期ケア施設におけるケアの質向上に
関する調査研究を行っている．
　辻村は，研究代表者として，「日本の訪問看護実践にみられる行動と信念に関する研究」（文部科学省科
学研究費補助金（若手研究（B））に取り組むとともに，分担研究者として，「高齢者訪問看護質指標を用
いたインターネット訪問看護支援システムの有効性検討」（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（A）），
研究代表者：山本則子）において排便ケアを，「家族支援のための家族の抱く信念アセスメント指標の開発」
（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B）），研究代表者：石垣和子）においては高齢者・神経難病の
家族支援を，それぞれ担当している．また，連携研究者として「地域終末期ケア体制の充実に向けた看護
師主導型の多職種連携ツールの作成と効果の検証」（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B）），研究
代表者：福井小紀子）に，研究協力者として「保健師助産師看護師国家試験の出題形式の改善に関する研
究」（厚生労働科学研究費補助金，研究代表者：田村やよひ）に参画した．さらに，「訪問看護の基盤強化
に関する調査研究事業」（厚生労働省老人保健事業推進費等事業、全国訪問看護事業協会）の調査班ワーキ
ング委員会委員としても活動した．
　島村は，「認知症高齢者の身体疾患悪化予防を目指す訪問看護導入アセスメント指標開発の基礎調査」
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（科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（若手研究B））および，「療養者と家族の気持ちを汲み取
る訪問看護師の技－場の空気を読むために－」（公益財団法人　在宅医療助成　勇美記念財団　平成２２年度
（後期）在宅医療助成金）を受けて，研究に取り組んでいる．
保健学
［原著］
１．野地有子, 北池正, 今村恵美子, 松田直正：北米のFaculty Developmentの動向と看護学教育　高等教
育におけるFDの歴史と事例から．千葉看会誌，16（2），95-97，2011．
２．Ikezaki S, Ikegami N：Predictors of dying at home for patients receiving nursing services in 
Japan. A retrospective study comparing cancer and non-cancer deaths. BMC Paliat Care，10，
3，2011．
３．深堀浩樹，石垣和子，池崎澄江ほか：高齢者ケア施設の看護職による医療処置を安全・確実に行うた
めの工夫と経験した危険な場面の特徴．老年看護学，15（1），44-53，2011．
［学会発表抄録］
４．野地有子，北池正，松田直正：看護学教育研究共同利用拠点における大学病院看護職を対象とした全
国研修の動向．第1回看護評価学会抄録集，53，2011．
５．齋藤尚子，北池正，山本武志：市町村保健師が健康で意欲的に仕事ができる職場環境に関する研究．第
70回日本公衆衛生学会総会抄録集，454，2011．
［報告書］
６．北池正，流山市養護教諭部会：平成22年度流山市小中学生学習意欲・生活習慣向上プログラム～ステッ
プアップノートの活用～結果報告書．流山市教育委員会，1-40，2011．
７．北池正，李廷秀，渡辺悦子，森克美：平成22年度流山市立中学校生徒とその保護者の日常生活行動に
関する調査報告書．流山市教育委員会，1-30，2011．
8．池崎澄江：訪問看護事業所の基盤強化に関する調査研究事業報告書．平成22年度老人保健事業推進費
補助金（老人保健健康増進等事業）（研究代表者：福井小紀子），189-193，2011．
［総説・短報・実践報告・資料・その他］
９．池崎澄江，池上直己：訪問看護における終末期ケア. 病院，70（10），753-56，2011．
10．池崎澄江：患者･家族の在宅死の意向とその実現について．緩和ケア，21（2），166-69，2011．
11．池崎澄江，清水準一，福井小紀子ほか：事業収支を黒字化する経営戦略（第２回）「経営管理の実態」
と「事業所特性」と事業収支との関連．訪問看護と介護，16（9），772-75，2011．
12．藤田淳子，池崎澄江，福井小紀子ほか：事業収支を黒字化する経営戦略（第１回）利用者の「看護的
負荷」と経営状態．訪問看護と介護，16（8），675-79，2011．
13．清水準一， 池崎澄江， 福井小紀子ほか：事業収支を黒字化する経営戦略（第３回） 安定した「黒
字」経営を継続するには？事業収支の安定した黒字化に関連する要因．訪問看護と介護，16（10），862-
66，2011．
14．津野陽子， 池崎澄江，福井小紀子ほか：事業収支を黒字化する経営戦略（第４回）「ケアの質担保」
と「黒字化」は両立するか?　黒字化するためのケア提供体制・管理体制．訪問看護と介護，16（11），
948-51，2011．
15．福井小紀子，藤田淳子，池崎澄江ほか：事業収支を黒字化する経営戦略（第５回）「在宅看取り」を支
える訪問看護の経営戦略　看取りを担う事業所の特徴と経営の関連．訪問看護と介護，16（12），1033-
37，2011． 
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［単行書］
16．北池正：健康管理と方法．野尻雅美（編），改訂第２版　最新保健学－疫学・保健統計－．真興交易医
書出版部，117-121，2011
17．北池正，野尻雅美：成人の健康管理．野尻雅美（編），改訂第２版　最新保健学－疫学・保健統計－．
真興交易医書出版部，138-151，2011
18．北池正，磯辺啓二郎：学校における健康管理．野尻雅美（編），改訂第２版　最新保健学－疫学・保健
統計－．真興交易医書出版部，194-209，2011
［研究状況］
　平成２３年３月に山本講師が転出し、４月より池崎講師が着任した。
　北池は，小中学生を対象とした学習意欲・生活習慣向上プログラムを開発し，実施した上で評価を行なっ
ている（6）．また，環境面に対する取り組みは，地域環境が健康に及ぼす影響について調査を実施し（7），
職場環境が労働意欲に及ぼす影響を調査した（5）．
　池崎は、在宅や施設といったフィールドに関心をもって取り組んでおり、現在は訪問看護ステーション
の経営基盤や在宅終末期ケアについて研究を行っている（2，8，11）。
ケア開発研究部
［原著］
１．野地有子：これからの看護におけるICT化（The Chalenge of ICT for Good Nursing Practice）． 
病院設備，53（4），24-27，2011．
２．清水安子，内海香子，麻生佳愛，村角直子，黒田久美子，瀬戸奈津子，正木治恵，石井秀宗：糖尿病
セルフケア能力測定ツール(修正版)の信頼性・妥当性の検討．日本糖尿病教育・看護学会誌，15（2），
118-127，2011
３．清水安子，大原裕子，米田昭子，森小律恵，瀬戸奈津子，数間恵子，黒田久美子，西垣昌和，宮武陽
子，正木治恵：インスリン療法を行う糖尿病患者への糖尿病看護のベストプラクティス　糖尿病看護
スペシャリストの実践知をもとに．日本糖尿病教育・看護学会誌， 15（1），25-35，2011
［学会発表抄録］
◎和文
特別セミナー
４．黒田久美子：妊娠糖尿病女性への支援に向けて―新たなネットワークの構築．第16回日本糖尿病教育・
看護学会学術集会抄録集，
一般演題
５．野地有子，北池正，松田直正：看護学教育研究共同利用拠点における大学病院看護職を対象とした全
国研修の動向．第1回日本看護評価学会学術集会，2011.
６．野地有子，杉山みち子，梶井文子，三橋扶佐子，新出まなみ，葛谷雅文：介護施設、療養病床におけ
る終末期の栄養ケア・マネジメントの実態について‐経口摂取での看取りを含む栄養補給についての
家族支援を中心に‐．第16回日本老年看護学会学術集会，2011.
７．杉山みち子，新出まなみ，梶井文子，野地有子，小山秀夫，井形昭弘，葛谷雅文他：介護施設，療養
病床における終末期の栄養ケア・マネジメントの実態調査．第11回日本健康・栄養システム学会，2011.
8．黒田久美子，金澤麻衣子，森田公美子，阿部恭子：乳房再建術を経験した女性の治療選択に関わる体
験　腹部自家組織再建の1事例の報告．日本がん看護学会誌，25（suppl），337，2011
９．金澤麻衣子，黒田久美子，阿部恭子，森田公美子：乳房再建術を経験した女性の治療選択に関わる体
験　人工乳房再建術の１事例の報告．日本がん看護学会誌，25（suppl），98，2011
10．石黒優，高山芳栄，大屋夕希子，疋田歩，小澤千聡，加瀬千鶴，横尾英孝，櫻井健一，横手幸太郎，
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黒田久美子：増殖糖尿病網膜症手術適応患者からの実態調査　糖尿病網膜症患者が網膜症手術に至る
までの受療背景を探る．糖尿病，54（suppl），S-335，2011
11．黒田久美子，張平平，正木治恵，喜田敏明，松本毅：高齢者の慢性腰痛改善を目指した経穴刺激セル
フケア方法の開発－２か月試行継続後の主観的評価．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，229，
2011
12．張平平，黒田久美子，正木治恵，喜田敏明，松本毅：高齢者の慢性腰痛改善を目指した経穴刺激セル
フケア方法の開発－２か月試行継続後のサーモグラフィによる効果評価．日本老年看護学会第16回学
術集会抄録集，229，2011
13．鈴木康美，和住淑子，黒田久美子，佐藤まゆみ，西山ゆかり，三谷理恵，白川秀子，室屋和子，栂野
加寿枝，荒屋敷亮子：新人看護師教育担当者育成モデルプログラムの評価－受講者の自己評価表の変
化－．第15回日本看護管理学会年次大会講演抄録集，134，2011
14．栂野加寿枝，鈴木康美，佐藤まゆみ，和住淑子，黒田久美子，西山ゆかり，三谷理恵，白川秀子，室
屋和子，荒屋敷亮子：新人看護師教育担当者育成モデルプログラムの評価－研修企画者への面接調査
より－．第15回日本看護管理学会年次大会講演抄録集，134，2011
15．河部房子，和住淑子，黒田久美子，斉藤しのぶ，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する中堅看護職者のリフレクション・フレームワーク要素に関する
研究．第31回日看科会学術集会講演集，353，2011
16．黒田久美子，和住淑子，河部房子，斉藤しのぶ，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する病棟看護管理者のリフレクション・フレームワーク要素に関す
る研究．第31回日看科会学術集会講演集，354，2011
17．和住淑子，斉藤しのぶ，黒田久美子，河部房子，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する上級看護管理者のリフレクション・フレームワーク要素に関す
る研究．第31回日看科会学術集会講演集，354，2011
18．杉田由加里，和住淑子，黒田久美子：リーダー保健師の看護実践に関するリフレクション促進要因．第
31回日看科会学術集会講演集，310，2011
◎英文
19．Ariko Noji，Michiko Sugiyama：Community Care System for Improving Malnutrition among the 
Elderly: Nutrition Care and Management Approach．1st Global Congress for Qualitative 
Health Research, 2011.
20．Ariko Noji， Masuaki Nobukawa: A model development of a touch-point center for seniors in 
the urban area - A hub model among communities and business cpmpanies- The 2nd Japan-
Korea Joint Conference on Community Health Nursing, 2011.
［報告書］
21．平成22年度厚生労働省老人保健健康増進等事業（老年保健事業推進等補助金）：杉山みち子，星野和子，
加藤昌彦，合田敏尚，田中和美，梶井文子，野地有子，宇田淳：高齢者の食べることを支援する効果
的な栄養・食事サービスの確保等に関する調査研究報告書‐高齢者の「食べること」を支援するため
の栄養ケアチーム指導者研修会とその評価‐．一般社団法人日本健康・栄養システム学会，2011．
22．平成22年度厚生労働科学研究費補助金（長寿科学総合研究事業）：葛谷雅文，杉山みち子，梶井文子，
野地有子他：高齢者の経口摂取の維持ならびに栄養ケア・マネジメントの活用に関する研究．2011．
［単行書］
23．杉山みち子，野地有子：いきいきシニアライフ　楽しく食べよう．社会福祉法人全国社会福祉協議会
全国ボランティア・市民活動振興会センター．2011．
24．野地有子：成人保健活動論．金川克子（編）．改訂第３版　最新保健学講座３公衆衛生看護活動論１ラ
イフステージの特性と保健活動．メヂカルフレンド社．97-196，2011．
25．野地有子：米国と英国の公衆衛生の発達と地域看護活動の歴史．奥山則子（編）．改訂第３版　標準保
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健師講座１地域看護学概論．医学書院．211-218，2011．
26．野地有子：働く女性の健康．吉沢豊予子（編）．女性生涯看護学　リプロダクティブヘルスとジェン
ダーの視点から．新興交易医学出版部．238-254，2011.
［総説・その他］
27．野地有子，北池正他：北米のFaculty Development の動向～北米の高等教育におけるFDの歴史と事例
から～，千葉看護学会誌，16（2），2011．
28．井形昭弘，小山秀夫，杉山みち子，星野和子，加藤昌彦，合田敏尚，田中和美，梶井文子，野地有子，
宇田淳：高齢者の「食べること」を支援するための栄養ケアチーム指導者研修会教材，2011．
29．黒田久美子，福井トシ子，小田和美，近藤真紀子，青木美智子，笠井香穂里，加藤雅江：【妊娠と糖尿
病　求められる新たな視点からの支援】 妊娠糖尿病を指摘された女性への産後継続支援　次世代育成
支援事業を活用した糖尿病発症予防・健康的な生活に向けた育児支援の機会．助産雑誌，65（8），695-
698，2011
〔研究状況〕
　本研究部では、看護学教育研究共同利用拠点としてセンター事業の２つのプロジェクト研究に取り組ん
でいる。教育‐研究‐実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発プロジェクトでは、河部
房子特任准教授を中心に共同研究員として，小山田恭子氏（全国社会保険協会連合会），上本野唱子氏（奈
良県立医科大学），箕輪尚子氏（産業ヘルスコンサルタンツ），若杉あゆみ氏（都立駒込病院），福本義之氏
（元岡山大学）を迎え，学際的な研究体制を構築し成果を研修事業に活かしてきた（1）（5）．看護学教育に
おけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクトでは、全国の看護系大学および教育
専門家からなる専門家会議を発足させ，日本高等教育開発協会や韓国高等教育開発協会（KEDI）等の国
内外の関係機関と連携をとりながらFDマザーマップの枠組みの検討を行なっている（27）．6月にはキック
オフ講演会を開催し，米国サンディエゴ大学のハーディン看護学部長の講演および本研究科との国際交流
協定を締結し，文化看護国際共同研究センターとも連携しボマー客員教授による特別講義を副看護部長研
修で実施，また米国ワシントン大学の田中勝子氏（DNPc）との共同研究等，学内・国内・国際的研究の
拠点づくりが展開されている．
　厚生労働省老人保健健康増進等事業等による高齢者の食べることを支援するケア開発に関する研究は野
地が継続しており（6，7，19～23，28），栄養ケアチームの全国研修では1,200名に研修を実施した．これ
らの成果を踏まえ，病院や地域における看護実践のさらなる発展を目指して，大学院の新領域として実践
看護評価学の研究領域立ち上の準備を行なっている．
　黒田は、センターで実施中の「教育－研究－実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発」
の一環として、『看護の独自性・専門性を可視化するリフレクション・フレームワークの開発－フレーム
ワーク要素に関する基礎的研究』に取り組み、その成果を発表した（15-17）。センター共同研究員と共に、
「自己評価に基づく自施設完成型教育担当者育成プログラムの精錬」（文部科学省科学研究費補助金（基盤
研究（Ｃ）を資金として獲得）を実施し、成果の一部を発表した（13-14）。また、認定看護師課程（乳が
ん看護）の特任教員と共に研究に取り組み、成果を発信した（8-9）。個人の研究では、「地域の次世代育成
支援事業を活用した糖尿病看護継続支援の試行と評価」（文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）　
研究代表者　黒田久美子）に取り組み、成果を発信するとともに（4，29）、研究のネットワークづくりを
実施した。 
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政策・教育開発研究部
〔原著〕
１．斉藤しのぶ，椿祥子，和住淑子：３年次編入学生の学士課程入学時における看護学修得上の特徴を踏
まえた教育内容の検討．千葉看会誌，17（2），39－45，2011．
〔学会発表抄録〕
２．Wazumi Y., Saito S., Yamamoto T., Marumo M., Nagata A., Mizuguchi Y., Kawabe F.：
Chalenge to extract the positive findings for nurses in modern day from F. Nightingele's 
work about social reform．World Academy of Nursing Science 2nd International Nursing 
Conference, http://stti.confex.com/stti/congrs11/webprogram/Paper47533.html（最終アクセス2012
年１月２０日），2011．
３．斉藤しのぶ，和住淑子，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「クリミア戦争」
におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究－陸軍病院における看護の実現に向けた活
動の特徴－．日本看護歴史学会第25回学術集会講演集，116－117，2011．
４．和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「看護婦登録制度
論争」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究－看護職の集団としての質的水準の
担保政策に焦点をあてて－．日本看護歴史学会第25回学術集会講演集，118－119，2011．
５．河部房子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，水口陽子：「助産婦訓練学校
閉鎖」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究－医療現場における危機管理という
観点から－．日本看護歴史学会第25回学術集会講演集，120－121，2011．
６．丸茂美智子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，永田亜希子，水口陽子，河部房子：「助産婦学校開
校」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究－F. Nightingale の考える助産のあり
方に焦点をあてて－．日本看護歴史学会第25回学術集会講演集，122－123，2011．
７．永田亜希子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，水口陽子，河部房子：保健衛生改革に
統計的手法を活用したF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究－英国陸軍病院衛生改革に焦
点をあてて－．日本看護歴史学会第25回学術集会講演集，124－125，2011．
8．水口陽子，和住淑子，斉藤しのぶ，山本利江，丸茂美智子，永田亜希子，河部房子：「看護婦訓練学校
再建」におけるF. Nightingale の業績の今日的意義に関する研究－今日の看護教育における意義の検
討－．日本看護歴史学会第25回学術集会講演集，126－127，2011．
９．山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ，丸茂智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：Ｆ．ナイチンゲー
ルにみる調査研究の手法－インドの衛生改革を例として－．ナイチンゲール研究学会第32回研究懇談
会，（配布資料のため抄録集なし），2011．
10．和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ，丸茂智子，永田亜希子，水口陽子，河部房子：Ｆ．ナイチンゲー
ルの業績から今日的意義を導き出すための研究方法について－「看護婦登録制度論争」を例として－．
ナイチンゲール研究学会第32回研究懇談会，（配布資料のため抄録集なし），2011．
11．Chien S.C., Yamamoto T., Wazumi Y., Saito S., Nitta N., Yamagishi H., Nagata A., Tsubaki S.：
Assessment of Educational Efectiveness of Applying Nightingale’s Concept of“Disease”to 
Promote the Reflection of Life Style of Nursing Students．The 41st Biennial Convention of 
Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing， Vol. 41，http://stti.confex.com/stti/ 
bc41/webprogram/Paper49455.htmlhttp://stti.confex.com/stti/congrs11/webprogram/Paper47533.
html（最終アクセス2012年１月２０日），2011．
12．河部房子，和住淑子，黒田久美子，斉藤しのぶ，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する中堅看護職者のリフレクション・フレームワーク要素に関する
研究．第31回日看護科学学会学術集会講演集，353，2011．
13．黒田久美子，河部房子，和住淑子，斉藤しのぶ，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する病棟看護管理者のリフレクション・フレームワーク要素に関す
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る研究．第31回日看科学学会学術集会講演集，354，2011．
14．和住淑子，斉藤しのぶ，黒田久美子，河部房子，椿祥子，近藤浩子，杉田由加里，杉原多可子，錢淑
君：組織変革プロジェクトを遂行する上級看護管理者のリフレクション・フレームワーク要素に関す
る研究．第31回日看科学学会学術集会講演集，354，2011．
15．杉田由加里，和住淑子，黒田久美子：リーダー保健師の看護実践に関するリフレクション促進要因．第
31回日看科学学会学術集会講演集，310，2011．
16．鈴木康美，和住淑子，黒田久美子，佐藤まゆみ，西山ゆかり，三谷理恵，白川秀子，室屋和子，栂野
加寿枝，荒屋敷亮子：新人看護師教育担当者育成プログラムの評価－自己評価得点の変化－．第15回
日本看護管理学会年次大会講演抄録集，134，2011．
17．栂野加寿枝，鈴木康美，佐藤まゆみ，和住淑子，黒田久美子，西山ゆかり，三谷理恵，白川秀子，室
屋和子，荒屋敷亮子：新人看護師教育支援担当者育成プログラムの評価－研修企画者への面接調査よ
り－．第15回日本看護管理学会年次大会講演抄録集，134，2011．
18．佐藤千春，高橋 良枝，和住淑子：喫煙歴のある急性心筋梗塞患者の退院後の禁煙に向けた取り組みに
ついて－退院後の質問紙調査による禁煙実施状況と関連要因についての分析－．第42回日看会抄録
（成人看護Ⅰ・Ⅱ），459，2011．
19．樋口恵美，和住淑子：ICUから一般病棟へ転棟する脳神経外科疾患患者の家族への看護支援．日本救
急看護学会雑誌，13（3），209，2011．
20．神澤由佳，大越友美，和住淑子：再接着・皮弁形成術を受けた患者への看護介入の検討―安静臥床を
強いられた患者の体験の聴取を通して―，日本救急看護学会雑誌，13（3），208，2011．
〔報告書〕
21．和住淑子，黒田久美子，佐藤まゆみ，西山ゆかり，鈴木康美，中山珠美，三谷理恵，白川秀子，室屋
和子，影山美子，栂野加寿枝，荒屋敷亮子：自己評価をふまえた自施設完成型新人看護師教育支援担
当者育成モデルプログラムの開発．科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）報告書， 2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
22．大室律子，和住淑子：千葉大学看護学部創設の経緯．千大看紀要，第33号，25－29，2011．
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では、看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や、看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている。
　平成23年度は、科学研究費補助金（基盤研究（C））「社会変革期におけるF. Nightingale の業績の今日
的意義に関する系統的研究」の最終年度にあたり、これまでの研究成果を国内外の学会において発表した
（2－11）。これらの研究は、F. Nightingale が課題解決に取り組んだ貧困、格差、地域医療、病院の経営
破綻など19世紀末の英国における保健医療福祉上の課題が、今日私たちが直面している課題と酷似してい
ることから、F. Nightingaleの傑出した問題解決思考を明らかにすることにより、今日の政策的問題を解決
する際に、看護がどのような役割を果たすことができるのかを検討したものである。
　また、平成23年度は、看護実践研究指導センターが文部科学省運営費交付金（特別経費）を受けて平成
22年度より実施している「教育―研究―実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発」プロ
ジェクトの２年目にあたり、本プロジェクトの一部としてセンター共同研究員と共に取り組んでいる「看
護の独自性・専門性を可視化するリフレクション・フレームワークの開発と検証」の研究成果を、国内学
会で発表した（12－14）。今後は、これらの成果を、当センターが実施する新たな組織変革型研修企画に活
かしていく予定である。
　さらに、平成23年３月には、これまで看護実践研究指導センター共同研究員とともに３年間実施してき
た科学研究費補助金（基盤研究（C））「新人看護師教育におけるプリセプター支援担当者教育プログラム
の開発」の報告書をとりまとめ、研究に協力いただいた約300の全国の病院看護部宛に配布した（21）。ま
た、プログラムの試行結果を、日本看護管理学会で発表した（16－17）。平成23年度は、本研究課題の継続
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課題として、新たに、科学研究費補助金（基盤研究（C））「自己評価に基づく自施設完成型教育担当者育
成プログラムの精錬」が採択となり、引き続き、開発したプログラムの精練に取り組んでいる。
　また、和住は、斉藤らとともに、３年次編入学生の学士課程入学時における看護学修得上の特徴を明ら
かにし、その特徴を踏まえた教育内容の検討した（1）。この他、平成21年３月に定年退職となった大室前
教授と共に実施した、千葉大学看護学部創設当時の関係者へのインタビュー調査結果を、「千葉大学看護学
部創設の経緯」としてとりまとめた（22）。
　この他、現場の看護師らと共に、看護実践上の課題を解明し解決するための看護実践研究を重ねている
（18－20）。
認定看護師教育課程（乳がん看護）
［研究会発表抄録］
１．阿部恭子，金澤麻衣子，大野朋加，西弘美，大野真司：若年性乳がん患者の診断・治療選択時のイン
ターネットの活用における体験．第７回　日本乳がん看護研究会抄録集，24，2011．
［分担執筆］
１．大野朋加：チームで支援する乳がん患者の看護―術後のボディイメージにおける術式選択の意思決定
プロセスの影響―，外来看護，日総研，69-72，2011．
病院看護システム管理学
〔原著〕
１．須賀万智，赤沢学，池田俊也，五十嵐中，小林美亜他：水痘ワクチンの定期接種化に関する医療経済
分析．厚生の指標，58（8），15-22， 2011．
〔学会発表抄録〕
２．手島恵：看護部会教育講演２，集中治療における看護師の責任と倫理．503，日本集中治療学会第38回
学術集会抄録集，2011．
３．平尾智広，佐藤敏彦，杉森裕樹，須賀万智，依田健志，吉岡哲，宮武伸行，小林美亜他：B型肝炎ワ
クチンユニバーサルワクチネーションの医療経済評価． 日本衛生学雑誌，66（2），439，2011．
４．Kuroda M，Teshima M，&Nagano M： Efect of introducing the Work-Life balance in a 
metropolitan hospital．ICN Conference，185，2011．
５．渡辺八重子，手島恵，永野みどり：患者中心のチーム医療の実現‐産婦人科病棟へのTeam STEPPS
導入とその成果‐．日本看護管理学会第15回年次大会講演抄録集，130，2011．
６．渡辺昌子，手島恵，永野みどり：新たに統合した看護組織の基盤作り．日本看護管理学会第15回年次
大会講演抄録集，80，2011．
７．木村麻紀，手島恵，永野みどり：個室病棟の看護の質の向上．日本看護管理学会第15回年次大会講演
抄録集，84，2011．
8．池田俊也，小林美亜，須賀万智他：予防接種の費用対効果を評価するための統一的指針の開発．日本
医療・病院管理学会誌，48（suppl．），91，2011．
９．小林美亜，伏見清秀：看護職員の長期的な需給見通しに係る推計．日本医療・病院管理学会誌，48
（suppl．），60，2011．
10．小林美亜：臨床評価指標を活用した医療の質の評価．第65回国立病院総合医学会講演抄録集，266， 
2011．
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11．小林美亜，池田俊也，伏見清秀他：DPCデータを用いた臨床指標の算出．日本公衆衛生雑誌（特別附
録，第70回日本公衆衛生学会総会抄録集），420，2011．
12．小林美亜：臨床指標とクリニカルパス．日本クリニカルパス学会誌，13（4），314，2011．
〔単行書〕
13．小林美亜：第２章　臨床指標とは何か？藤森研司，伏見清秀（編），医療の質向上に迫るDPCデータ
の臨床指標・病院指標への活用.じほう, 19-28, 2011. 
14．手島恵編集，井部俊子，中西睦子監修：看護管理学習テキスト第２版　看護における人的資源の活用，
日本看護協会出版会，2011．
15．小林美亜：第１章　リーダーシップとは　リーダシップに求められる特性と能力．看護の科学社「看
護実践の科学」編集部，看護リーダーシップ２．看護の科学社，10-18，2011．
16．小林美亜：第２章　Q&A実践･リーダーシップ術．看護の科学社「看護実践の科学」編集部，看護リー
ダーシップ２．看護の科学社，27-76，2011．
〔報告書〕
17．尾藤誠司，伏見清秀，藤森研司，堀口裕正，小林美亜：保存された診療データの二次利用適用レベル
に準じた、医療提供プロセスおよびアウトカムの病院横断比較、年次縦断比較に関する多施設共同研
究　生労働科学研究費補助金 健康安全確保総合研究分野 地域医療基盤開発推進研究　総括・分担研
究報告書，37-48，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
18．小林美亜，坂本すが，嶋森好子他：急性期病院における看護マネジメント　この10年の変化から考え
る今後の手法．看護管理，21（1），28-31，2011．
19．Cinema House Films制作，手島恵，吉田千文　監訳：看護の倫理的課題・第１～４巻，新宿スタジ
オ，2011．
20．小林美亜：改善？改革？病棟マネジメントに必須の問題発見手法と活用手順．看護部長通信，9（3）， 
76-79，2011．
21．小林美亜，尾藤誠司，岡田千春他：厚生労働省「医療の質の評価・公表等推進事業」による国立病院
機構の実績，医薬ジャーナル，47（9），2283-2286，2011．
22．水戸優子，小山眞理子，片平伸子，山口由子，川守田千秋，植村由美子，野崎真奈美，鶴田惠子，手
島恵：デルファイ調査による看護教育者と看護実践者が合意する看護基礎教育卒業時の看護技術の到
達目標と到達度に関する検討．日本看護科学会誌31（3），21-31，2011．
〔研究状況〕
　平成23年９月に永野みどり准教授が転出し、10月に小林美亜准教授が着任した。
　科学研究費：平成22年度に続き、「看護管理者のリーダーシッププログラムの開発と評価‐価値観の多様
化への対応」（基盤研究Ｃ研究代表者：手島恵）に取組んでいる。日本の看護管理が世代間の価値観の多様
化を理解し、人的資源管理に活用できるようにするために、看護師の世代間における価値観の差異を明確
にすることを目的とした質問紙調査のための準備を行った。
　小林は、厚生労働科学研究「ワクチンの医療経済性の評価」等にて、予防接種の費用対効果を評価する
ための統一的指針の開発（8）や水痘ワクチン等の医療経済分析に取り組んでいる（1，3）。また、看護職
員の需給推計の方法論の開発や妥当性の検証をすすめている（9）。さらに、DPCデータ等の二次データか
ら臨床指標を算出する方法論を検討し、病院団体、全国規模で医療の質評価を試みている（10，11，17，
21）。 
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地域看護システム管理学
〔原著〕
１．緒方泰子，永野みどり，福田敬，橋本廸生：病棟に勤務する看護職の就業継続意向と看護実践環境と
の関連：The Practice Environment Scale of the Nursing Work Index（PES-NWI）日本語版の応
用，日本公衆衛生雑誌，58（6），409-419，2011．
〔学会発表抄録〕
２．久保田米子，吉本照子，緒方泰子：自組織を変革し続ける組織へと導くための行政保健師が体験を語
り学びあい仕組み作り．日本公衆衛生雑誌・第70回日本公衆衛生学会総会抄録集，433，2011．
３．水村純子，吉本照子，緒方泰子：一地域包括支援センターにおける包括的ケアの提供に向けたケース
カンファレンスの基準づくり．日本公衆衛生雑誌・第70回日本公衆衛生学会総会抄録集，332，2011．
４．谷口慶子，吉本照子，緒方泰子：一地域包括支援センターの相談業務における保健・医療・福祉専門
職の協働を促進するためのルールづくり．日本公衆衛生雑誌・第70回日本公衆衛生学会総会抄録集，
332，2011．
５．緒方泰子，乙坂佳代，門倉佳子，高砂裕子，吉井涼子，依田幸子：訪問看護師の行動や態度に対する
利用者とその家族の認識と期待―サービスの受け手の経験にもとづく訪問看護サービスの質評価指標
の開発に向けて―．33（2），279，2011．
６．緒方泰子，乙坂佳代，橋本廸生：サービス利用者の経験にもとづく訪問看護の質評価指標開発に向け
た基礎的研究．日本公衆衛生雑誌・第70回日本公衆衛生学会総会抄録集，330，2011．
７．緒方泰子，乙坂佳代，橋本廸生：訪問看護に従事する看護職の就業継続に関連する看護実践環境測定
の試み．日本医療・病院管理学会誌，48（Suppl．），88，2011．
8．緒方泰子，永野みどり，橋本廸生：病棟に勤務する看護職の就業継続意向と看護実践環境との関連．第
15回看護管理学会年次大会講演抄録集，155，2011．
９．Yasuko Ogata， Midori Nagano， Michio Hashimoto：Does the nursing practice environment 
afect nurses’ job retention? : A study of Japanese hospital nurses．8th World Congress on 
Health Economics:Transforming Health & Economics，93，2011．
10．永野みどり，徳永恵子，石田陽子，緒方泰子，手島恵:皮膚・排泄ケア認定看護師が勤務する病院にお
ける褥瘡対策体制の現状，日本褥瘡学会誌，13（3），463，2011．
11．永野みどり,徳永恵子, 石田陽子，手島恵，緒方泰子：病院における褥瘡対策体制の問題点．日本創傷・
オストミー・失禁管理学会誌，15（2），194，2011．
〔報告書〕
12．緒方泰子：第２章　3．訪問看護が期待される役割を継続的に果たしていくための活動実態調査（代表
者：神奈川県訪問看護ステーション連絡協議会会長），平成22年度独立行政法人福祉医療機構社会福祉
振興助成事業「訪問看護の人材確保・定着・向上支援事業」報告書，11－40，2011．
13．山本武志，緒方泰子：5．教育プログラムの評価（代表者：橋本廸生），厚生労働科学研究費補助金地
域医療基盤開発推進研究事業　医療安全に焦点をあてた総合的医療リスクコミュニケーション教育プ
ログラムの開発と実践　平成21～22年度総合研究報告書，20-25，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
14．吉本照子，青山美紀子，川西恭子，小坂直子，辻村真由子，伊藤隆子，石橋みゆき，緒方泰子：訪問
看護をめざす看護師を対象とした学び直しプログラムにおける自己決定的な学習に必要な個別的学習
支援．千葉看護学会会誌，16（2），85-93，2011．
15．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，井上映子，茂野香おる，杉田由加里，渡邉智子:老人保健施設の在宅
支援機能と関連する因子および取り組みに関する文献検討　1987-2010年．千葉看護学会会誌，17（1），
61-68，2011．
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16．山口絹世，吉本照子，緒方泰子：訪問看護ステーションにおける管理者の行動の現状と課題　経営学
および看護学の文献検討から．目白大学健康科学研究，4，37-43，2011．
　地域看護システム管理学では，看護職者による地域ケアのシステム化に向け，組織内・組織間の連携、
管理者の役割行動および人材育成の考え方，実践・評価方法について研究教育を行っている．その成果と
して、行政保健師の力量開発支援（2）、地域包括支援センターの役割遂行のための連携のしくみ（3-4）．訪
問看護管理者の役割行動（16）、また，自律的な訪問看護師を育成するプログラムの構成要素と教員の支援
機能を報告した（14）．
　吉本は，介護老人保健施設におけるケア職者と家族の協働による在宅支援指標の開発に取り組み、在宅
支援に関する多様な阻害因子がある中で、実践者が在宅支援を推進している実態とその方法をまとめた
（15）（平成23年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C））．
　緒方は，看護の質保証に向け，褥瘡対策体制（10-11）や訪問看護ステーションの活動実態（12），看護
職の就業継続に関わる要因（1，7-9）を検討し，受け手の視点に基づく質評価指標（5-6）やリスクコミュ
ニケーション教育プログラム（13）の開発に取り組んだ．
ケア施設看護システム管理学
〔原著〕
１．吉本照子，酒井郁子，八島妙子，井上映子，茂野香おる，杉田由加里，渡邉智子：老人保健施設の在
宅支援機能と関連する因子および取り組みに関する文献検討　1987－2010年．千葉看会誌，17（1），
61－68，2011．
２．成田香織，田高悦子，金川克子，宮下陽江，立浦紀代子，天津栄子，松平裕佳，臺有桂，河原智江，
田口理恵，酒井郁子：農村部の地域高齢者における介護予防事業の参加者と不参加者の特徴．日本地
域看護学会誌，13（2），16－22，2011．
〔学会発表抄録〕
３．酒井郁子，吉田千文，湯浅美千代，飯田貴映子，小野幸子，大塚真理子，杉山智子，島田広美，諏訪
さゆり，麻生佳愛，丸山優，野口美和子：身体合併症を有する認知症高齢者を対象とした看護管理ス
キルの実施可能性の認識－急性期病院看護管理者の意識調査から－．日本老年看護学会第16回学術集
会抄録集，203，2011．
４．酒井郁子，宮崎美砂子，中村伸枝，石井伊都子，関根祐子，増田和司，朝比奈真由美，田邊政裕，伊
藤彰一，飯田貴映子，黒河内仙奈，前田崇，高橋平徳，小河祥子：多年次積み上げ型IPEにおけるIP
パフォーマンスおよび共同学習に関する自己評価の年次比較．日本保健医療福祉連携教育学会第4回
学術集会プログラム・抄録集，54，2011．
５．Ikuko S.，Kieko I.，Kana K.，Etsuko K.，Yuka M.，Satomi S.，Naomi B. : Visualization of 
Nursing Management Practices that Empower Nursing Teams in Acute Rehabilitation Units. 
The 2st International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science，
http://stti.confex.com/stti/congrs11/webprogram/Paper48206.html，2012年1月20日アクセス．
６．Kieko I.， Ikuko S.: Development of Guidelines for Improving Cultural Sensibilities at Long-
Term Care Facilities for Older People in Japan. The 2st International Nursing Research 
Conference of World Academy of Nursing Science，http://stti.confex. com/stti/congrs11/ 
webprogram/Paper48195. html，2012年1月20日アクセス
７．杉山智子，湯浅美千代，島田広美，麻生佳愛，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，諏訪さ
ゆり，吉田千文，小野幸子，野口美和子：身体合併症治療を受ける認知症高齢者に対する看護スキル
－６つの問題状況場面に関する調査－．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，110，2011．
8．諏訪さゆり，大塚眞理子，丸山優，湯浅美千代，酒井郁子，杉山智子，島田広美，麻生佳愛，飯田貴
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映子，吉田千文，小野幸子，野口美和子：認知症介護指導者による自施設での認知症ケアの普及と改
善．日本老年看護学会第16回学術集会抄録集，196，2011．
９．大塚眞理子，丸山優，諏訪さゆり，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，小野幸子，麻生佳愛，野口美和子：急性期病院で取り組まれたケア改善の内容　認知症の高齢
者が多く入院する病棟の師長を対象とした調査から．日本老年医学会雑誌，48（Suppl），133，2011．
10．湯浅美千代，杉山智子，島田広美，麻生佳愛，大塚眞理子，酒井郁子，野口美和子：身体合併症治療
を受ける認知症高齢者に対する看護スキル　内服薬を拒否する場面に焦点をあてて．日本認知症ケア
学会誌，10（2），343，2011．
11．高橋平徳，酒井郁子，山本武志，前田崇，国井由生子，朝比奈真由美，飯田貴映子，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，黒河内仙奈，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，眞嶋朋子，増田和司，宮﨑美砂子：
Interprofessional実践能力評価尺度の開発と検証（第１報）－専門職へのインタビューと構成要素の
検討によるアイテム・プールの作成－．日本保健医療福祉連携教育学会第４回学術集会プログラム・
抄録集，33，2011．
12．山本武志，酒井郁子，高橋平徳，前田崇，国井由生子，黒河内仙奈，朝比奈真由美，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，関根祐子，相馬仁，田邊政裕，中村伸枝，増田和司，宮﨑美砂子：Interprofessional
実践能力評価尺度の開発と検証（第２報）尺度項目の作成とパイロットスタディによる検証．日本保
健医療福祉連携教育学会第4回学術集会プログラム・抄録集，34，2011．
13．丸山優，大塚眞理子，諏訪さゆり，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，麻生佳愛：急性期病院で取り組まれたケア改善の内容－看護部長を対象とした調査から－．第
31回日看科会学術集会講演集，283，2011．
14．諏訪さゆり，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，麻生佳愛：急性期病院においてケア改善を目指した看護部長と病棟師長の取り組みの実際．第
31回日看科会学術集会講演集，283，2011．
15．大塚眞理子，諏訪さゆり，丸山優，酒井郁子，飯田貴映子，湯浅美千代，杉山智子，島田広美，吉田
千文，麻生佳愛：ケア改善の普及者が行った組織のアセスメント視点．第31回日看科会学術集会講演
集，284，2011．
16．河野由美，大見サキエ，酒井郁子，河津芳子，城生弘美，岡光京子，谷口好美，新谷恵子，中村鈴子，
坪見利香：看護系大学における教養教育の在り方に関する研究（その２）　教養教育に関する専門分野
別の比較．日本看護学教育学会第21回学術集会講演集，209，2011．
17．大見サキエ，酒井郁子，河津芳子，城生弘美，岡光京子，河野由美，谷口好美，新谷恵子，中村鈴子，
坪見利香：看護系大学における教養教育の在り方に関する研究　教養教育に関する教員の認識の概要．
日本看護学教育学会第21回学術集会講演集，124，2011．
〔報告書〕
18．飯田貴映子：介護保険施設における文化的感受性の向上を目指すケア管理ガイドラインの開発．平成
21年度～22年度科学研究費補助金（若手研究（B））研究成果報告書，2011．
〔単行書〕
19．酒井郁子：生活機能障害を有する人への看護（リハビリテーション看護）．林直子，鈴木久美，酒井郁
子，梅田恵（編），看護学テキストNICE　成人看護学　成人看護学概論　社会に生き世代をつなぐ成
人の健康を支える．南江堂，221－229，2011．
20．酒井郁子：リハビリテーション看護における観察．小野寺綾子，陣田泰子（編），新看護観察のキーポ
イントシリーズ　成人内科Ⅰ，中央法規出版株式会社，225－253，2011．
21．酒井郁子：指導者としてのリハビリテーション看護師 １患者・家族の行動変容へのサポート．石鍋圭
子（編），リハビリナース2011年秋季増刊 55事例に困ったときのヒントがいっぱい！脳卒中リハビリ
テーション看護，株式会社メディカ出版，38－43，2011．
22．飯田貴映子，酒井郁子：専門職間の連携と協働．林直子，鈴木久美，酒井郁子，梅田恵（編）：看護学
テキストNICE　成人看護学　成人看護学概論　社会に生き世代をつなぐ成人の健康を支える．南江
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３4号
－86－
堂，254－259，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
23．酒井郁子：チーム医療を培うIPE　千葉大学「亥鼻IPE」の現在　看護学部・医学部・薬学部の連携協
働プロジェクトの進化．看護教育，52（6），444－450，2011．
24．酒井郁子，宮崎美佐子，石井伊都子，朝比奈真由美，井出成美，野口穂高，飯田貴映子，眞嶋朋子，
関根祐子，増田和司，田邊政裕，伊藤彰一，石橋みゆき，前田崇：多年次積み上げ型IPEにおけるIP
パフォーマンス自己評価の年次比較．保健医療福祉連携，3（2），98，2011．
25．島田広美，湯浅美千代，酒井郁子：リハビリテーションを行う高齢脳卒中患者の学習を促進する援助．
医療看護研究，7（1），88，2011．
26．島田広美，湯浅美千代，酒井郁子：リハビリテーションを行う高齢脳卒中患者の学習体験．医療看護
研究，8（1），64－65，2011．
27．朝比奈真由美，酒井郁子，宮崎美砂子，石井伊都子，田邊政裕，伊藤彰一，前田崇，眞嶋朋子，石橋
みゆき，飯田貴映子，関根祐子，増田和司：専門職連携教育　多年次積み上げ式プログラム，4年間の
実践報告．医学教育，42（Suppl），111，2011．
28．伊藤恵里子，末吉順子，成田智子，酒井郁子，飯田貴映子：リハビリテーション病院における看護職
と介護職のIPEプログラムの取り組み．保健医療福祉連携，3（2），94，2011．
〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケア，災害後のリハビリテーション看護，看護・介護職の国際化に関する研究教育活動
をおこなっている．平成２３年度は修士課程大学院生７名，博士後期課程大学院生７名となった．
　酒井は，研究代表者である科学研究補助金（基盤（B））「回復期リハビリテーション病棟における看護
管理実践の理論化と普及（研究課題番号22390437）」（平成22年度～平成25年度）に取り組んでおり，研究
成果を国外の学会において発表をおこなった（5）．酒井が分担研究者を務める科学研究補助金（基盤研究
（B））「認知症高齢者の身体合併症治療時の看護スキルと看護管理方法の開発（研究代表者：湯浅美千代，
研究課題番：21390605）」（平成21年～平成23年）の途中成果の学会発表（3，7－10，13－15）をおこなっ
た．また，分担研究者を務める科学研究補助金（基盤研究（A））「高齢者訪問看護質指標を用いたインター
ネット訪問看護支援システムの有効性検討（研究代表者：山本則子，研究課題番号：20249086）」（平成20
年～平成23年）に取り組んだ．リハビリテーション看護テキストの編集と執筆（19－21）や，専門職連携
教育(IPE)に関する執筆（23）や成果研究の学会発表（4，11，12）も行った．
　飯田は，科学研究費補助金(若手（B））「介護保険施設における文化的感受性を高めるためのガイドライ
ンの作成（研究課題番号：21792299）」(平成21年度～22年度)の成果をまとめ研究報告書を作成（18）した
とともに，研究成果を国外の学会において発表を行った（6）．また，専門職連携教育（IPE）に関する執
筆を行った（22）．
　黒河内は，科学研究費補助金（研究活動スタート支援）「回復期リハビリテーション病棟の看護サービス
への脳卒中患者満足尺度の洗練と関連要因（研究課題番号：23890032）」（平成23年～平成24年）に取り組
んだ． 
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エンド・オブ・ライフケア看護学
〔学会発表抄録〕
◎和文
１．長江弘子，山田雅子，吉田千文，宇都宮宏子，田代真理，内田千佳子，廣岡佳代，福田裕子：退院調
整看護師の活動支援教育プログラムの開発 －退院調整看護師が遭遇する倫理的課題の実態から－．
第16回日本緩和医療学会学術大会プログラム・抄録集，516，2011．
２．和泉成子：米国における高齢慢性疾患患者のエンド・オブ・ライフケア．第16回日本緩和医療学会学
術大会 プログラム・抄録集，300，2011．
３．長江弘子，和泉成子，櫻井智穂子，今村恵美子：患者・家族の生活文化に即したエンド・オブ・ライ
フケアとは －領域横断的アプローチの視座から－．第31回日看科会学術集会講演集，176，2011．
４．谷垣静子，長江弘子，酒井昌子，乗越千枝，片山陽子，岡田麻里，仁科裕子：地域包括型医療体制に
おいて在宅看護に求められる看護実践能力の検討．第31回日看科会学術集会講演集，177，2011．
５．麻原きよみ，小野若菜子，小林真朝，大森純子，百瀬由美子，尾崎章子，長江弘子，酒井昌子，宮崎
紀枝，小西恵美子：訪問看護師の倫理的課題の経験と教育、支援環境及び基本属性との関連に関する
全国調査. 第31回日看科会学術集会講演集，331，2011．
6．櫻井智穂子，眞嶋朋子：終末期の緩和を目的とした療養への移行におけるがん患者と家族の決断の“ゆ
れ”．第31回日看科会学術集会講演集，471，2011．
◎英文
７. Hiroko Nagae, Bao Jing, Shizuko Tanigaki: Conflicts Experienced by Discharge Support Nurses 
in Caring for Patients and their Families in Japan. International Council of Nurses, 2011.
8．Shigeko Izumi: How to measure quality of nursing care? International Council of Nurses, 2011.
９. Mari Okada, Shizuko Tanigaki, Hiroko Nagae: Investigation of Discharge Support Nursing 
Activities in Acute-Care Hospital：Comparison with Length of Clinical Experience. ICCHNR, 
176, 2011.
10. Hiroko Nagae, Shizuko Tanigaki, Chie Norikoshi, Yoko Katayama, Masako Sakai: Integrating 
Nursing Process and Outcomes of Nursing Case Management for the Primary Care: A 
Concept Development. 1st NUS-NUH International Nursing Conference, 198, 2011.
11. Shizuko Tanigaki，Hiroko Nagae, Mari Okada: Evaluation of Seminars for Hospital Nurses in 
Continuing Nursing Care. 1st NUS-NUH International Nursing Conference,185, 2011.
12. Mari Okada，Shizuko Tanigaki，Hiroko Nagae: Survey of Discharge Support Nursing Activities 
in Acute Care Hospitals with or without a Department for discharge Support. 1st NUS-NUH 
International Nursing Conference, 187, 2011.
13. Mayuko NAGAE, Hiroko NAGAE: Predictive Approach of Visiting Nurse to Control Blood 
Sugar of Older Adults with Diabetes. 1st NUS-NUH International Nursing Conference, 226, 
2011. 
〔報告書〕
14． 長江弘子，櫻井智穂子，磯谷有由：日本財団受託事業「領域横断的エンド・オブ・ライフケア看護学
の構築」2010年度事業報告書．千葉大学大学院看護学研究科，2011．
15． 浜田淳，斉藤信也，長江弘子，他13名：介護・福祉・医療分野の従事者の資質向上と定着支援による
地域包括ケアの構築．平成22年度特定非営利活動法人岡山健康医学研究会，2011．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
16． 飯守淳喜、長江弘子：岡山県の訪問看護ステーションにおける災害対策の実態と課題．日本在宅ケア
学会誌，15（1），44-51，2011．
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17． 長江弘子：退院をめぐる看護実践で看護師に求められている行動の振り返りと看護師としてなすべき
ことの意識化．がん看護，16（4），476-482，2011．
18． 櫻井智穂子，長江弘子：英国サウスウェールズの緩和ケアシステム①　地域ケアシステムの概要とそ
の特徴．がん看護，16（6），672-675，2011．
19． 長江弘子，櫻井智穂子：英国サウスウェールズの緩和ケアシステム②　大学と現場とで協働し、看護
師の主体的な学習を支援する継続教育．がん看護，16（7），759-761，2011．
〔研究状況〕
　本領域では，エンド・オブ・ライフケアに関連する用語として「ターミナルケア」「緩和ケア」「ホスピ
スケア」「終末期」の用語の定義，理念，基準等を比較検討するため国内外の関連学術団体，欧米諸国にお
ける終末期医療に関する指針や見解に関する報告，国内外の学術論文のレビューを行った．その結果，エ
ンド・オブ・ライフケアと関連用語との位置づけ並びにエンド・オブ・ライフケアの概念定義を行った．
さらに、エンド・オブ・ライフケア看護実践の構成要素や教育内容などの分類整理をし，エンド・オブ・
ライフケア看護学の基本的な構成要素を明確にすることができた．また，平成23年度千葉大学ＣＯＥス
タートアッププログラムに共同研究者として応募し，採択され「生活文化に即したエンド・オブ・ライフ
ケア-慢性疾患患者と家族の生き方を支えるケアとエビデンスの構築」の調査研究を開始した．
　長江は研究代表者をつとめる文部科学省研究費補助平成22－25年度基盤研究B「生活と医療を統合する
継続看護マネジメント能力を育成する教育プログラムの開発と検証」（22390440）において，国内６大学の
研究者との共同研究を行い系統的レビュー及びフィールドワークによるインタビュー調査結果を統合し新
たな概念開発を行った．その成果を国際学会で発表した．また、生活と医療を統合する看護実践のなかで
も「退院をめぐる看護実践」に焦点を当て，急性期病院の看護師を対象とした教育プログラムを開発した．
特に療養場の変更に伴う倫理的判断や看護師の論理的思考を育む教育プログラムの実施，評価を行った．
重ねて，長江が研究代表者を務める文部科学省研究費補助平成22－24年度挑戦的萌芽研究「非がん患者・
家族の在宅緩和ケアにおける看護実践のベストプラクティスとその効果検証」（22659429）〕において，在
宅支援診療所を中心とした在宅緩和ケア実施ケースの訪問看護師と医師との協働に焦点をあてケーススタ
ディを実施した．
　櫻井は，平成23年度千葉大学ＣＯＥスタートアッププログラムとして採択された「生活文化に即したエ
ンド・オブ・ライフケア」の研究において，主に高齢のがんの患者とその家族，そして遺族を対象とした
調査を担当し取り組んでいる．また，2010年度博士論文の一部をまとめ，学会にて発表した．
専門職連携教育（IPE）FDプロジェクト
〔学会発表抄録〕
１．高橋平徳，酒井郁子，山本武志，前田崇，国井由生子，朝比奈真由美，飯田貴映子，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，黒河内仙奈，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，眞嶋朋子，増田和司，宮﨑美砂子：
Interprofessional実践能力評価尺度の開発と検証（第１報）－専門職へのインタビューと構成要素の
検討によるアイテム・プールの作成－，日本保健医療福祉連携教育学会第４回学術大会プログラム・
抄録集，33，2011．
２．山本武志，酒井郁子，高橋平徳，前田崇，国井由生子，黒河内仙奈，朝比奈真由美，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，相馬仁，田邊政裕，中村伸枝，増田和司，宮﨑美砂子：Interprofessional実践能
力評価尺度の開発と検証（第２報）尺度項目の作成とパイロットスタディによる検証，日本保健医療
福祉連携教育学会第４回学術大会プログラム・抄録集，34，2011．
３．酒井郁子，宮﨑美砂子，中村伸枝，石井伊都子，関根祐子，増田和司，朝比奈真由美，田邊政裕，伊
藤彰一，飯田貴映子，黒河内仙奈，前田崇，高橋平徳，小河祥子：多年次積み上げ型IPEにおけるIP
パフォーマンスおよび共同学習に関する自己評価の年次比較，日本保健医療福祉連携教育学会第４回
学術大会プログラム・抄録集，54，2011．
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〔報告書〕
４．高橋平徳：「くにたち発☆こどもホームページ」の活動－ホームページづくりを通した子どもの育ちを
支える東京都国立市の事業－．小林（新保）敦子，川原健太郎，高橋平徳，栗山究，関本仁，松山鮎
子：青少年のための社会教育施設に関する総合的研究―青少年の居場所づくりと社会教育．平成20年
度早稲田大学教育総合研究所企画研究中間報告書，10－19，2011．
〔研究状況〕
　専門職連携教育（IPE）FDプロジェクトは，平成23年度から25年度の文部科学省特別経費「高度な専門
職業人の養成や専門教育機能の充実　専門職連携能力の高い医療系人材の持続的育成のための基盤強化」
を受け，４月より，小河祥子，高橋平徳の両名が着任した．亥鼻IPEは本学で2005年より「患者・サービス
利用者中心の医療」を担う，「自律した医療組織人」の育成を目的に行われてきた，看護学部，医学部，薬
学部の３学部協働のプログラムである．本プロジェクトは「亥鼻IPEプログラムの持続と強化のための基
盤強化」という点から，特に教員・職員・実習協力施設および職員・TAを対象にした教育力・実践力の
開発を目的としている．更に，本プロジェクトの目的達成のための「基盤強化」として，亥鼻IPEワーキ
ンググループに参加し，亥鼻IPEプログラム運営における調整・実施・プログラム評価および改善に取り
組んでいる．
　現在行っている研究は，プログラム評価について亥鼻IPEプログラムの目的と効果の可視化に関する研
究（1，2，3）が進行中である．同時に，研究成果の発信と亥鼻IPEプログラムの広報ツールとして専用の
HPを開設した．（http://www.p.chiba-u.ac.jp/ipe/Top.html），教職員・TA，および協力施設等への教育力・
実践力の開発については，FD/SDおよび協力施設等への説明会の方法・内容・効果測定方法の検討を行っ
ている．
文化看護国際共同研究センター
〔学会発表抄録〕
◎英文
１．H. Masaki, Y. Mochizuki, M. Miyazaki, K. Ishigaki: The perspectives for culturaly appropriate 
Japanese nursing, Honor Society of Nursing, Sigma Theta Tau International 41th Biennial 
Convention program book, 126, 2011.
